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従
来
、
医
学
館
に
つ
い
て
は
言
及
が
少
な
く
な
い
。
夙
に
富
士
川
瀞
に
「
江
戸
の
儒
家
に
井
上
金
莪
あ
り
て
、
創
め
て
折
衷
の
学
を
唱
え
、

訓
話
を
漢
・
唐
に
取
捨
し
、
義
理
を
未
・
明
に
撰
択
し
、
穏
当
を
採
羅
し
、
以
て
先
聖
の
遣
旨
を
閏
発
す
る
こ
と
を
務
と
し
、
山
本
北
山
、

（
マ
マ
）

吉
田
篁
敏
、
太
田
錦
城
、
亀
田
鵬
斎
等
嗣
い
で
起
こ
り
て
考
証
学
派
を
立
て
し
よ
り
、
そ
の
学
風
は
ま
た
延
い
て
我
が
医
学
に
影
響
し
」
（
「
日

本
医
学
史
」
、
明
治
三
七
年
初
版
）
た
と
い
う
概
説
が
あ
る
。
今
な
お
資
料
的
価
値
と
未
到
の
詳
細
さ
を
誇
る
森
潤
三
郎
の
「
多
紀
氏
の
事
蹟
」

（
昭
和
八
年
）
と
、
そ
れ
を
補
遺
し
た
波
多
野
賢
一
（
『
中
外
医
事
新
報
』
二
九
七
）
と
藤
波
剛
一
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
二
八
八
）
の
研
究

が
あ
る
。
近
年
、
中
国
医
学
古
典
の
書
誌
学
的
研
究
と
い
う
視
点
か
ら
、
医
学
館
の
考
証
医
家
の
業
績
を
最
も
精
力
的
に
再
評
価
し
て
い
る

幕
府
医
官
・
多
紀
玉
池
二
六
九
五
’
一
七
六
六
）
が
、
神
田
佐
久
間
町
の
天
文
台
跡
地
に
江
戸
の
医
師
た
ち
の
教
育
養
成
機
関
た
る
鱗
寿

館
を
創
設
し
た
の
は
、
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
寛
政
三
（
一
七
九
二
年
に
鱗
寿
館
は
官
立
化
し
て
医
学
館
と
し
て
改
組

さ
れ
、
以
後
、
明
治
維
新
ま
で
存
続
し
た
。
前
後
、
約
百
年
に
わ
た
っ
て
、
江
戸
後
期
の
折
衷
・
考
証
医
学
の
一
大
中
心
地
と
し
て
連
綿
と

学
統
を
形
成
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

医
学
館
の
学
問
形
成

医
学
館
成
立
前
後

緒

＝

『。

（
一
）

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
五
巻
第
三
号

平
成
十
一
年
九
月
二
十
日
発
行

町

半
成
十
年
九
月
九
日
受
付

平
成
十
年
十
一
月
十
六
日
受
理

泉
寿
郎
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第
一
報
医
学
館
成
立
前
後

一
学
校
官
立
化
を
め
ぐ
っ
て

二
踏
寿
館
創
設
前
後
の
時
代
背
景

三
踏
寿
館
官
立
化
の
意
義

小
曽
戸
洋
に
は
、
医
学
館
刊
行
物
に
関
す
る
言
及
の
中
で
、
多
紀
薩
庭
・
伊
沢
柏
軒
・
渋
江
抽
斎
・
小
島
宝
素
・
森
枳
園
・
喜
多
村
拷
窓
ら

に
関
す
る
言
及
が
あ
る
今
中
国
医
学
古
典
と
日
本
」
、
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
）
。
ま
た
資
料
に
関
し
て
は
、
「
医
談
」
（
自
六
六
号
至
八
二
号
）
に

連
載
さ
れ
た
「
幕
府
医
学
館
秘
要
録
」
が
寛
政
期
の
医
学
館
関
係
文
書
を
多
く
収
め
て
お
り
有
益
で
あ
る
。
安
政
六
年
以
降
の
文
書
を
集
成

し
た
『
医
学
館
帳
」
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
は
、
先
に
倉
沢
剛
に
よ
っ
て
『
幕
末
教
育
史
の
研
究
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）
に
使
用
さ
れ
た
。

川
瀬
一
馬
が
旧
安
田
文
庫
所
蔵
の
医
学
館
に
お
け
る
講
害
の
「
出
席
留
」
を
も
と
に
「
御
目
見
医
師
講
義
聴
聞
踏
寿
館
出
席
留
」
二
日
本
書
誌

学
の
研
究
」
所
収
、
昭
和
一
八
年
）
を
発
表
し
て
お
り
、
天
保
十
四
年
以
降
の
請
書
の
日
付
・
講
師
・
聴
講
者
な
ど
が
わ
か
る
。
松
木
明
知
が
渋

江
抽
斎
の
医
学
館
出
講
記
録
で
あ
る
「
医
学
館
講
書
一
件
記
録
」
（
抽
斎
の
孫
、
渋
江
乙
女
所
蔵
）
に
も
と
ず
い
て
『
渋
江
抽
斎
の
研
究
』
（
岩
波

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
信
山
社
、
一
九
八
五
年
）
を
著
し
て
い
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
ま
ず
資
料
に
お
い
て
は
、
医
学
館
関
連
資
料
の
現
存
状
況
は
既
知
の
か
ぎ
り
で
は
天
保
・
弘
化
の
交
以
降
の
幕
末
期
の

も
の
が
比
較
的
豊
富
で
あ
る
。
次
い
で
寛
政
度
の
官
立
化
の
時
期
の
も
の
が
残
る
。
（
こ
れ
に
対
し
て
文
化
・
文
政
期
の
も
の
は
極
端
に
少
な
い
。
）

こ
う
し
た
資
料
の
伝
存
状
況
の
偏
り
に
起
因
し
て
、
研
究
の
進
捗
状
況
に
も
幕
末
偏
重
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
江
戸
後
期
の
医
学
思
潮
に
重
要

な
意
義
を
有
し
た
は
ず
の
寛
政
期
の
医
学
館
成
立
期
の
こ
と
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
憾
み
が
残
る
。
か
つ
寛
政
期

の
幕
府
の
教
学
政
策
全
体
の
中
で
医
学
館
官
立
化
の
問
題
を
と
ら
え
る
と
い
う
視
点
も
欠
け
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
右
の
問
題
意
識
に
立
ち
、
可
能
な
か
ぎ
り
新
資
料
の
発
掘
に
努
力
し
つ
つ
、
以
下
の
ご
と
く
に
三
報
に
分
か
つ

て
行
諭
し
た
。
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三
学
問
の
位
相

一
報
に
お
い
て
は
、
医
学
館
官
立
化
の
意
義
を
、
幕
政
改
革
者
松
平
定
信
に
よ
っ
て
現
実
社
会
の
趨
勢
と
既
存
の
政
治
機
構
と
の
間
に
生

ず
る
矛
盾
を
解
決
す
べ
く
断
行
さ
れ
た
、
大
規
模
か
つ
抜
本
的
な
幕
制
改
革
の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
特
に
同
時
期
に
林
大
学

頭
の
私
塾
を
改
組
し
て
官
立
化
し
た
昌
平
費
と
医
学
館
を
対
照
せ
し
め
、
両
官
学
の
性
格
の
相
違
を
明
瞭
化
し
た
。
す
な
わ
ち
一
般
の
幕
臣

を
対
象
と
し
、
幕
藩
体
制
擁
護
の
教
学
思
想
た
る
朱
子
学
を
官
許
の
正
学
と
し
て
掲
げ
る
昌
平
費
が
、
幕
府
の
官
僚
機
構
養
成
機
関
と
し
て

機
能
し
て
ゆ
く
の
に
対
し
、
医
療
技
術
者
養
成
機
関
た
る
医
学
館
で
は
朱
子
学
一
尊
の
教
学
体
制
に
製
肘
さ
れ
な
い
折
衷
・
考
証
へ
と
展
開

す
る
独
自
の
学
風
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

二
報
で
は
、
従
来
全
く
医
史
学
研
究
に
使
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
よ
し
の
冊
子
」
と
い
う
資
料
を
活
用
し
て
、
医
学
館
成
立
期
の
官
医

た
ち
の
動
向
を
詳
細
に
た
ど
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。
該
資
料
は
江
戸
城
中
の
風
聞
の
書
留
と
い
う
体
裁
で
は
あ
る
が
、
幕
政
改
革
断
行
者
松

平
定
信
に
随
時
提
出
さ
れ
、
政
策
と
相
即
の
関
係
に
あ
っ
た
資
料
で
あ
り
、
か
つ
公
文
書
か
ら
は
窺
い
得
な
い
、
移
動
・
拙
捗
の
背
景
や
各

第
三
報
幕
末
考
証
学
の
位
相

五
医
学
館
の
学
統
の
形
成
に
つ
い
て

第
二
報
寛
政
の
改
革
期
の
官
医
た
ち
の
動
向

Ｉ
「
よ
し
の
冊
子
」
の
記
事
か
ら
Ｉ

（
細
目
）
改
革
初
期
の
こ
ろ
の
風
聞
、
天
明
八
年
の
瓢
捗
と
療
治
実
績
の
申
告
、
陪
臣
医
・
町
医
の
評
判
、
寛
政
元
年
の
官
医
へ
の
通
達
、

踏
寿
館
博
変
騒
動
、
半
井
氏
の
凋
落
、
多
紀
藍
渓
の
権
力
の
伸
張
、
医
学
館
創
設
、
二
の
丸
製
薬
所

四
昌
平
費
と
医
学
館

一
幕
末
江
戸
の
都
市
文
化

一
思
弁
と
考
証
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官
医
の
性
格
や
内
面
の
動
き
ま
で
知
り
得
る
点
が
貴
重
で
あ
る
。

三
報
は
、
官
立
学
校
た
る
医
学
館
で
は
幕
府
の
権
威
と
庇
護
を
背
景
に
学
統
が
形
成
さ
れ
た
一
方
で
、
市
野
迷
庵
や
狩
谷
腋
斎
ら
の
ご
と

き
市
井
の
学
者
と
の
交
渉
も
深
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
単
に
幕
府
の
学
制
に
注
目
し
た
だ
け
で
は
こ
の
学
統
・
学
風
を
評
価
す
る

に
不
十
分
で
あ
る
こ
と
に
配
慮
し
、
江
戸
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
極
盛
を
迎
え
た
江
戸
の
都
市
文
化
と
の
接
点
を
め
ぐ
っ
て
考
察
し
た
。

幕
政
に
儒
学
が
強
固
に
結
び
つ
く
の
は
、
五
代
将
軍
綱
吉
の
時
か
ら
で
あ
る
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
る
。
文
化
年
間
に
書
物
奉
行
近
藤
正

斎
が
編
纂
し
た
「
右
文
故
事
」
や
『
好
書
故
事
」
を
旙
け
ば
、
綱
吉
が
諸
大
名
や
幕
臣
に
倦
む
こ
と
を
知
ら
ず
行
っ
た
経
書
講
釈
と
、
籠
臣

柳
沢
吉
保
邸
で
の
儒
者
荻
生
祖
侠
や
細
井
広
沢
ら
の
御
前
講
釈
・
御
前
問
答
の
記
事
は
枚
挙
に
暹
が
な
い
。
さ
し
ず
め
「
文
運
漸
く
開
く
」

と
評
価
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
好
学
の
将
軍
の
厚
恩
に
感
謝
す
べ
き
は
ず
の
荻
生
祖
侠
は
、
綱
吉
の
学
問
奨
励
策
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て

御
家
の
儒
者
は
、
林
家
の
流
儀
多
き
処
に
、
林
家
の
学
問
、
道
春
舂
斎
立
お
き
候
家
法
や
ふ
れ
、
三
四
十
年
以
来
、
こ
と
の
外
衰
微
仕

候
。
（
中
略
）
春
斎
時
分
、
学
寮
に
付
居
候
書
生
二
十
人
余
も
有
之
候
。
外
よ
り
通
ひ
候
弟
子
三
四
十
人
も
可
有
之
候
。
指
南
の
い
た
し

候
か
た
、
五
科
十
等
を
立
候
。
五
科
と
は
経
学
科
、
読
書
科
、
詩
科
、
文
科
、
和
学
科
に
て
候
。
（
中
略
）
講
釈
の
仕
方
、
道
舂
春
斎
も

一
月
に
二
三
度
ほ
と
つ
蚤
は
講
釈
致
し
候
へ
と
も
、
専
ら
弟
子
と
も
指
南
の
た
め
に
、
故
事
出
処
を
た
し
か
に
考
、
説
々
の
同
異
を
詮

義
致
、
学
者
の
益
に
成
候
た
め
に
致
し
候
故
、
弁
も
こ
と
の
外
か
た
く
、
白
人
の
耳
に
入
か
ね
候
ゆ
へ
、
世
上
に
て
林
家
は
代
々
講
釈

下
手
と
申
儀
に
候
。
嘉
右
衛
門
流
は
、
四
書
近
思
録
小
学
と
立
候
分
に
て
、
易
本
義
ま
で
の
学
問
に
て
、
広
く
学
候
を
雑
学
と
申
嫌
ひ

候
。
師
よ
り
講
釈
を
習
ひ
候
へ
は
、
不
学
に
て
も
事
済
義
に
候
。
講
釈
の
い
た
し
方
、
白
人
の
耳
に
入
候
を
第
一
に
い
た
し
、
林
家
の

流
儀
と
は
う
ら
は
ら
違
ひ
た
る
儀
に
て
候
。
然
る
処
林
家
の
学
問
、
嘉
右
衛
門
流
の
こ
と
く
に
成
行
候
起
は
、
御
先
々
前
御
代
（
筆
者

、
学
校
官
立
化
を
め
ぐ
っ
て
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注
・
綱
吉
）
講
釈
盛
に
な
り
、
白
人
ま
て
講
釈
致
さ
せ
候
こ
と
に
な
り
、
且
又
昌
平
坂
に
講
釈
所
別
に
出
来
、
書
生
に
て
も
無
之
も
の

に
講
釈
き
か
せ
候
事
に
な
り
ゆ
き
候
ゆ
へ
、
覚
へ
す
嘉
右
衛
門
流
の
如
く
に
な
り
候
事
に
候
。

（
「
日
本
儒
林
叢
書
」
第
三
巻
所
収
『
学
寮
了
簡
書
」
）

林
羅
山
・
鴦
峯
の
時
代
ま
で
は
、
家
塾
に
お
い
て
密
接
な
師
弟
間
で
、
有
効
な
方
式
に
基
く
広
範
囲
か
つ
高
度
な
学
問
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

綱
吉
以
来
、
書
生
で
も
な
い
一
般
む
け
の
講
釈
を
昌
平
坂
の
講
釈
所
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
儒
者
は
啓
蒙
家
に
堕
し
て
山
崎
闇
斎
流

の
狭
除
で
益
の
な
い
学
問
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
。
祖
侠
は
民
衆
を
学
校
で
教
育
す
る
こ
と
は
全
く
不
要
だ
と
考
え
た
。

聖
人
の
道
は
普
く
天
下
の
人
に
教
を
施
候
と
い
ふ
事
を
心
得
誤
り
、
仏
家
に
是
あ
り
候
談
議
の
筋
の
や
う
に
存
候
故
に
て
候
。
聖
人
の

道
に
、
普
く
天
下
の
人
に
教
を
施
す
と
い
ふ
は
、
孝
悌
礼
讓
を
教
る
事
に
て
候
。
孝
悌
礼
譲
の
義
は
、
講
釈
に
不
及
、
孝
悌
礼
譲
と
さ

へ
い
へ
は
、
愚
民
ま
て
も
合
点
ま
い
る
義
に
て
候
。
扱
其
教
を
天
下
に
施
候
仕
形
は
、
奉
行
役
人
其
筋
を
心
得
罷
在
、
仕
置
の
上
に
て

其
筋
を
以
て
申
し
付
く
る
、
直
に
教
に
罷
成
候
事
に
て
候
。

人
民
へ
の
孝
悌
礼
譲
等
の
人
倫
訓
導
は
、
人
民
の
直
接
的
支
配
者
が
令
達
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
官
立
学
校
の
負
う
べ
き

役
割
で
は
な
い
と
す
る
。
で
は
学
校
の
担
う
べ
き
役
割
と
は
何
か
。

学
校
は
畢
寛
官
人
を
仕
立
候
所
に
て
候
。
延
喜
已
後
今
日
に
至
り
候
て
は
、
諸
役
皆
世
官
に
相
成
候
故
、
学
校
に
て
は
専
ら
儒
者
を
仕

立
、
国
家
の
御
用
に
立
候
義
を
主
意
と
仕
候
事
に
て
候
。

国
家
の
役
に
立
つ
官
人
を
養
成
す
る
こ
と
こ
そ
学
校
の
使
命
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
し
か
し
祖
侠
も
言
う
ご
と
く
、

幕
府
役
人
は
世
官
を
基
本
と
し
て
い
る
。
幕
藩
体
制
安
定
に
つ
れ
て
個
人
の
能
力
や
努
力
が
職
官
に
反
映
し
な
く
な
っ
て
い
る
時
に
、
向
学

心
は
生
じ
よ
う
が
な
い
。
結
局
、
但
侠
は
こ
の
正
徳
四
年
の
『
学
寮
了
簡
書
」
の
時
点
で
は
、
官
学
を
儒
者
養
成
機
関
と
す
る
に
止
ま
っ
た
。

儒
者
に
政
治
的
発
言
権
の
あ
っ
た
こ
の
時
期
に
は
こ
れ
も
あ
る
程
度
の
有
効
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

七
代
家
継
が
正
徳
六
年
に
八
歳
で
天
折
し
、
綱
吉
よ
り
続
い
た
側
近
政
治
が
終
わ
り
、
譜
代
門
閥
に
迎
え
ら
れ
た
吉
宗
の
享
保
時
代
が
始
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寮
了
簡
書
」
よ
り
一
歩
蝶

稽
古
事
ハ
、
公
役
，

レ
バ
稽
古
ス
ル
也
。

ま
る
。
実
用
的
学
問
を
好
ん
だ
吉
宗
は
当
初
、
祖
侠
に
さ
ほ
ど
注
意
し
な
か
っ
た
が
、
『
六
諭
術
義
』
和
訳
に
実
力
を
示
し
て
以
来
、
そ
の
最

（
１
）

晩
年
に
到
っ
て
政
治
上
の
諮
問
に
与
か
る
機
会
を
得
た
。
こ
う
し
て
提
出
さ
れ
た
『
政
談
』
（
岩
波
・
日
本
思
想
大
系
調
所
収
）
で
は
、
先
の
「
学

寮
了
簡
書
」
よ
り
一
歩
進
め
た
学
校
教
育
論
を
展
開
し
て
い
る
。

稽
古
事
ハ
、
公
役
ノ
稽
古
一
一
ハ
人
々
勧
マ
ヌ
物
也
。
（
中
略
）
手
前
ノ
信
仰
ナ
ル
師
ナ
レ
バ
、
附
届
二
物
ヲ
入
テ
モ
、
稽
古
ヲ
ス
ル
心
ナ

御
旗
本
ノ
学
文
ア
ル
ヲ
、
其
向
寄
ノ
儒
者
ド
モ
ョ
リ
、
若
年
寄
・
御
番
頭
へ
申
サ
ス
ベ
シ
。
（
中
略
）
籾
学
文
ア
ル
人
ヲ
撰
テ
御
役
人
二

仰
付
ラ
ル
、
様
ニ
ア
ラ
バ
、
学
文
ハ
流
行
ル
ベ
キ
事
也
。
唯
無
学
文
ト
モ
、
知
行
高
卜
家
筋
ニ
テ
御
役
人
ニ
ハ
ナ
ル
事
卜
人
々
覚
居
ル

事
ナ
ル
故
、
気
ノ
詰
ル
事
ハ
為
ヌ
道
理
也
。

日
記
ヲ
真
字
ニ
テ
認
ル
ト
キ
ハ
、
第
一
真
ノ
文
章
ハ
短
カ
ク
テ
事
ス
ミ
、
其
上
真
字
ハ
目
角
付
者
ナ
ル
故
、
何
程
大
分
ノ
日
記
ニ
テ
モ

即
時
二
繰
ル
、
得
ア
リ
。
公
事
判
断
ニ
モ
律
ノ
詞
ヲ
不
用
故
、
罪
ノ
名
ヲ
不
附
二
因
テ
、
判
断
ノ
筋
ニ
モ
間
違
ア
ル
ト
見
へ
タ
リ
。
去

（
如
右
ス
ル
事
ハ
、
人
二
学
文
ヲ
サ
ス
ベ
キ
為
計
リ
ニ
ハ
非
ズ
。
大
二
益
ア
ル
事
也
。
兎
角
学
文
ナ
ク
テ
ハ
公
辺
二
手
支
ル
事
有
様
二

立
置
時
ハ
、
人
ハ
我
慢
ナ
ル
者
ニ
テ
、
学
文
ヲ
（
上
ノ
御
催
促
ナ
ク
ト
モ
可
為
事
也
。

日
本
国
中
ハ
相
持
ナ
ル
道
理
一
一
テ
、
諸
大
名
ノ
家
ニ
テ
学
文
流
行
レ
バ
、
学
者
ノ
身
上
片
付
ア
ル
ニ
ョ
リ
テ
、
ョ
キ
学
者
モ
多
ク
出
来
、

御
家
ノ
儒
者
モ
自
然
卜
学
文
ヲ
励
ム
ベ
キ
事
ナ
レ
バ
、
十
万
石
以
上
ノ
大
名
一
一
ハ
、
其
在
所
二
学
校
ノ
様
ナ
ル
物
ヲ
立
サ
セ
度
事
也
。

昌
平
坂
・
高
倉
屋
敷
ハ
場
所
悪
キ
也
。
唯
儒
者
ヲ
江
戸
中
所
々
’
一
配
り
置
、
人
々
勝
手
次
第
二
参
ル
様
二
有
度
事
也
。
然
（
教
ル
人
モ

学
ブ
人
モ
勝
手
ョ
キ
事
也
。
学
問
ハ
公
儀
ノ
勤
ト
ハ
違
テ
、
畢
寛
内
証
事
ナ
レ
バ
、
勝
手
ョ
ク
ア
ラ
ネ
バ
成
ヌ
事
也
。

儒
者
共
ノ
宅
二
上
ョ
リ
稽
古
所
ヲ
御
立
下
サ
レ
、
屋
舗
ヲ
モ
弘
ク
下
サ
レ
、
弟
子
共
多
ク
、
書
写
ノ
御
用
モ
可
勤
程
ナ
ラ
バ
、
弟
子
共

二
御
扶
持
一
一
テ
モ
下
シ
置
レ
、
当
時
与
力
ナ
ド
ヘ
被
仰
付
ル
御
写
物
御
用
ヲ
、
右
ノ
者
二
仰
付
ラ
レ
、
（
、
学
者
ノ
取
扱
事
故
、
文
字

二
御
扶
持
一
一
テ
モ
下
シ
置
レ
、

モ
正
ク
、
校
合
モ
善
ル
ベ
シ
。



こ
こ
で
祖
侠
が
論
じ
て
い
る
の
は
、
世
襲
制
が
固
定
化
し
て
い
る
幕
臣
を
自
発
的
に
学
問
に
向
か
わ
せ
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
策
を
講

ず
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
儒
者
の
仕
事
口
を
増
や
す
た
め
の
方
策
と
、
公
用
日
記
の
漢
文
化
や
律
に
基
い
た
裁
判
用
語
の
使
用
な
ど
、

言
葉
で
教
説
す
る
こ
と
の
無
力
さ
を
し
ば
し
ば
語
っ
て
い
る
祖
侠
な
ら
で
は
の
具
体
的
対
策
で
あ
る
。
官
学
を
儒
者
育
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、

幕
府
役
人
の
養
成
を
目
的
と
す
る
機
関
と
し
た
上
で
そ
の
具
体
策
を
明
示
し
て
い
る
。
「
御
用
に
立
つ
」
官
人
の
養
成
機
関
と
い
う
学
校
の
基

本
性
質
が
、
す
で
に
前
提
と
な
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ｊ
元
禄
元
年
に
綱
吉
が
忍
岡
の
聖
廟
に
将
軍
と
し
て
参
詣
し
、
同
三
年
に
は
幕
府
に
よ
っ
て
神
田
に
聖
堂
が
遷
さ
れ
、
同
四
年
か
ら
仰
高
門

９９叩
内
東
舎
で
一
般
庶
民
を
対
象
と
し
た
講
釈
（
東
舎
経
講
）
が
始
ま
っ
た
。
綱
吉
の
文
治
政
治
は
、
門
閥
譜
代
か
ら
権
力
を
奪
取
し
た
独
裁
者
の
、

搗
聖
帝
に
自
ら
を
擬
し
た
理
想
主
義
的
、
啓
蒙
的
な
も
の
で
あ
っ
た
・
続
く
正
徳
期
に
も
こ
う
し
た
啓
蒙
を
目
的
と
し
た
経
書
講
釈
（
庁
堂
講
釈
）

毒
は
継
承
さ
れ
、
一
方
で
将
軍
側
近
に
昇
っ
た
新
井
白
石
が
林
家
と
対
立
し
た
た
め
、
祖
棟
も
一
一
言
う
林
家
の
衰
微
が
始
ま
っ
た
。
将
軍
と
側
近

５熱
の
独
裁
的
傾
向
の
強
か
っ
た
五
代
・
六
代
・
七
代
に
替
っ
て
、
譜
代
大
名
層
の
支
持
に
よ
っ
て
登
場
し
た
八
代
吉
宗
の
政
治
は
、
基
本
的
に

誌
現
実
主
義
的
な
も
の
で
あ
り
、
幕
府
行
政
機
構
の
改
革
に
お
い
て
も
、
幕
初
以
来
の
慣
習
が
固
定
化
し
た
「
先
例
・
先
格
」
を
全
否
定
す
る

雑学
よ
り
は
、
「
足
高
の
制
」
な
ど
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
ご
と
く
実
際
の
運
用
面
で
の
法
的
整
備
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
。
足
高
の
制
は
、

史稚
下
級
の
者
を
登
用
し
た
時
に
、
在
任
期
間
に
限
り
所
定
禄
高
に
ま
で
足
し
て
支
給
す
る
制
度
で
あ
り
、
「
封
建
領
主
的
収
入
よ
り
官
僚
的
収
入

（
２
）

日
の
比
重
」
が
大
に
な
る
傾
向
を
生
じ
る
政
策
で
あ
っ
た
。
現
実
に
は
町
方
や
勘
定
方
な
ど
特
定
の
行
政
部
門
に
お
い
て
の
み
、
足
高
の
制
が

有
効
に
機
能
し
て
人
材
登
用
が
行
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
こ
う
し
た
官
僚
機
構
創
出
へ
の
模
索
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

官
立
学
校
に
官
人
養
成
機
能
を
担
わ
せ
る
と
い
う
但
棟
の
建
言
と
も
深
く
連
関
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
吉
宗
は
教
育
制
度
に
お
い
て
は
、
八
代
洲
河
岸
高
倉
屋
敷
で
の
庶
民
向
け
の
講
釈
、
和
訳
『
六
諭
術
義
』
の
手
習

テ
キ
ス
ト
の
奨
励
、
商
業
都
市
大
坂
の
懐
徳
堂
の
準
官
立
化
な
ど
、
儒
教
倫
理
の
普
及
啓
蒙
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
に
意
を
用
い
た
と

燕
評
価
で
き
る
の
で
あ
り
、
つ
い
に
祖
棟
の
幕
府
役
人
を
育
成
す
る
教
育
機
関
の
必
要
性
を
め
ぐ
る
提
言
は
、
吉
宗
の
も
と
で
は
実
現
さ
れ
ず
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次
い
で
享
保
期
に
一
端
確
立
し
た
幕
府
の
官
僚
機
構
が
、
宝
暦
期
以
降
、
急
速
に
負
の
側
面
を
露
呈
し
は
じ
め
る
。
こ
の
状
況
を
象
徴
す

る
の
が
田
沼
意
次
の
賄
賂
政
治
で
あ
る
。
「
そ
れ
ま
で
幕
府
の
政
治
あ
る
い
は
全
国
支
配
の
基
準
と
な
っ
て
き
た
先
例
・
先
格
と
い
う
も
の
が

崩
れ
て
き
た
こ
と
と
賄
賂
と
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
」
（
佐
々
木
潤
之
介
「
宝
暦
Ｉ
天
明
期
の
政
治
情
勢
」
「
大
系
日
本
史
叢
書
・
政
治
史
Ⅱ
」

二
五
○
頁
、
山
川
出
版
社
、
一
九
六
九
年
）
と
い
う
事
態
な
の
で
あ
る
。

こ
の
田
沼
政
治
を
否
定
し
、
幕
府
機
構
の
抜
本
的
改
革
を
め
ざ
し
た
松
平
定
信
の
も
と
で
、
官
僚
養
成
機
関
と
し
て
の
学
校
建
設
と
い
う

懸
案
は
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
、
祖
棟
の
提
言
と
は
違
っ
た
か
た
ち
で
は
あ
る
が
、
検
討
・
立
案
・
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

寛
政
三
年
に
官
医
多
紀
氏
の
私
的
な
学
塾
で
あ
っ
た
鱗
寿
館
が
医
学
館
と
し
て
官
立
化
さ
れ
、
後
れ
て
寛
政
九
年
に
林
家
の
私
塾
が
官
立
化

さ
れ
て
昌
平
坂
学
問
所
と
な
っ
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

多
紀
玉
池
が
踏
寿
館
を
創
設
し
た
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
の
世
相
は
、
幕
政
で
は
田
沼
意
次
の
側
用
人
拝
命
（
明
和
四
年
）
ま
で
今
少
し

と
い
う
時
期
で
、
田
沼
時
代
の
到
来
を
目
前
に
し
て
い
た
。
年
貢
徴
収
を
財
政
基
盤
と
し
た
江
戸
幕
藩
体
制
が
、
中
期
以
降
の
流
地
と
農
民

層
の
分
解
と
い
う
農
村
の
変
質
に
と
も
な
っ
て
、
危
機
的
状
況
を
む
か
え
る
な
か
で
、
全
国
的
規
模
に
伸
張
し
て
き
た
商
品
貨
幣
経
済
へ
の

積
極
的
介
入
（
株
仲
間
へ
の
冥
加
金
課
税
な
ど
）
に
、
財
政
上
の
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
た
田
沼
政
治
は
、
夙
に
辻
善
之
助
が
「
民
権
の
発
達
」

「
思
想
の
自
由
」
な
ど
と
評
価
し
た
よ
う
に
、
文
化
・
思
想
面
で
の
注
目
す
べ
き
状
況
を
現
出
し
た
が
、
政
治
・
社
会
体
制
の
根
本
的
建
て

直
し
と
い
う
面
で
は
無
力
で
あ
っ
た
。

百
家
争
鳴
的
活
況
の
一
端
を
示
せ
ば
、
尊
皇
討
幕
を
尖
鋭
的
に
と
な
え
た
竹
内
式
部
の
宝
暦
事
件
や
山
県
大
弐
の
明
和
事
件
が
相
次
い
で

お
こ
っ
て
い
る
。
国
学
で
は
す
で
に
宝
暦
十
三
年
に
賀
茂
真
淵
と
本
居
宣
長
が
松
坂
で
の
一
夜
の
会
見
を
と
げ
、
晩
年
を
迎
え
た
真
淵
は
県

に
終
っ
た
。

二
、
踏
寿
館
創
設
前
後
の
時
代
背
景
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江
戸
中
期
を
彩
っ
た
人
と
文
物
が
終
焉
に
む
か
い
江
戸
後
期
の
中
心
に
な
る
も
の
が
萌
芽
し
は
じ
め
た
時
期
、
ま
た
上
方
か
ら
江
戸
へ
の

文
化
東
漸
の
転
換
の
時
期
で
も
あ
る
。

医
学
の
分
野
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
享
保
か
ら
宝
暦
ま
で
は
香
川
修
庵
・
山
脇
東
洋
・
吉
益
東
洞
・
望
月
三
英
ら
に
代
表
さ
れ
る
、
古
学
派

（
古
義
学
派
と
祖
侠
学
派
）
の
影
響
下
に
成
立
し
た
古
方
派
、
乃
至
は
初
期
折
衷
派
の
医
家
と
、
稲
生
若
水
・
丹
羽
正
伯
・
野
呂
元
丈
・
松
岡

（
３
）

恕
庵
ら
本
草
家
の
業
績
が
目
に
つ
く
。
こ
の
う
ち
、
山
脇
東
洋
と
望
月
三
英
が
古
医
書
の
翻
刻
に
意
欲
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
に
医
学
館

で
発
達
し
た
文
献
研
究
の
前
駆
的
現
象
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

漢
詩
文
で
は
、
荻
生
祖
侠
の
没
後
も
長
く
影
響
力
を
維
持
し
続
け
た
讓
園
派
が
、
相
次
ぐ
遺
老
の
死
に
よ
っ
て
漸
く
衰
え
、
か
わ
っ
て
反

祖
侠
・
反
古
文
辞
の
論
調
が
拾
頭
し
て
く
る
。
明
和
元
年
は
、
先
に
没
し
た
山
井
罠
奇
と
と
も
に
校
勘
学
に
先
駆
的
業
績
を
残
し
た
根
本
武

夷
が
六
十
二
歳
で
没
し
、
す
で
に
『
読
学
則
」
（
宝
暦
六
年
）
で
祖
侠
学
批
判
を
展
開
し
た
井
上
金
表
が
、
朱
・
王
・
伊
・
物
の
淵
源
特
質
を

論
じ
、
そ
の
長
所
の
折
衷
に
独
自
の
主
張
を
見
出
そ
う
と
し
た
「
経
義
折
衷
」
を
刊
行
し
て
い
る
。
寛
政
三
博
士
の
一
人
、
柴
野
栗
山
の
特

色
あ
る
辞
書
『
雑
字
類
編
」
の
脱
槁
も
こ
の
年
で
あ
る
。
明
和
二
年
に
は
大
坂
で
片
山
北
海
が
漢
詩
社
・
混
沌
社
を
結
ん
で
、
讓
園
派
の
擬

古
詩
か
ら
の
脱
却
の
端
緒
を
つ
く
っ
た
。
後
年
医
学
館
や
考
証
医
家
と
深
い
関
係
を
結
ぶ
大
田
錦
城
と
市
野
迷
庵
が
こ
の
年
に
生
ま
れ
て
い

文
芸
で
は
、
平
詑

道
軒
が
没
し
た
命

作
が
あ
ら
わ
れ
、
｝

っ
て
幕
を
開
け
た
。

手
す
る
時
期
で
あ
る
。

居
を
営
ん
で
隠
栖
し
、
主
著
の
整
理
に
腐
心
し
て
お
り
、
宣
長
は
「
紫
文
要
領
』
「
石
上
私
淑
言
」
を
す
で
に
脱
稿
し
、
『
古
事
記
伝
」
に
着

平
賀
源
内
の
『
風
流
志
道
軒
伝
」
（
宝
暦
十
三
年
）
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
市
川
海
老
蔵
と
並
ぶ
江
戸
名
物
と
目
さ
れ
た
講
釈
師
志

（
明
和
二
年
）
。
散
文
で
は
上
方
に
お
い
て
都
賀
庭
鐘
の
『
英
草
紙
』
に
続
く
、
中
国
白
話
小
説
を
翻
案
し
た
前
期
読
本
の
諸

、
江
戸
で
は
酒
落
本
の
時
代
を
む
か
え
る
。
韻
文
で
は
川
柳
の
流
行
が
「
誹
風
柳
多
留
初
編
」
（
明
和
二
年
七
月
）
の
刊
行
に
よ
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踏
寿
館
建
設
の
翌
明
和
三
年
の
六
月
二
十
日
、
多
紀
玉
池
は
七
十
二
歳
で
没
し
、
嗣
子
藍
渓
が
家
督
し
、
踏
寿
館
の
督
事
を
も
相
続
し
た
。

幕
府
か
ら
は
当
初
補
助
地
一
つ
を
賜
わ
っ
た
だ
け
で
、
林
家
が
家
塾
経
営
の
た
め
に
禄
高
一
五
○
○
石
の
ほ
か
に
九
五
人
扶
持
を
支
給
さ
れ

て
、
寄
宿
生
を
置
い
て
い
た
の
に
対
し
、
熔
寿
館
経
営
は
は
る
か
に
多
紀
氏
の
自
己
負
担
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
。
平
安
時
代
以
来
の
名
家

丹
波
氏
の
末
育
と
は
い
え
、
傍
系
に
属
す
る
に
す
ぎ
ず
、
禄
高
も
二
○
○
俵
に
す
ぎ
な
い
多
紀
氏
が
、
何
故
、
医
学
校
を
建
設
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
瞬
寿
館
経
営
が
多
紀
氏
を
経
済
的
に
圧
迫
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
っ
た
。
明
和
九
年
二
月

二
十
九
日
の
火
災
に
鱗
寿
館
が
類
焼
し
、
翌
々
年
の
安
永
二
年
五
月
に
、
多
紀
氏
は
私
財
を
以
て
再
建
し
た
。
こ
の
時
、
経
済
的
負
担
に
堪

え
か
ね
た
多
紀
氏
は
、
幕
府
に
踏
寿
館
維
持
費
用
を
、
官
医
お
よ
び
江
戸
中
の
陪
臣
医
・
町
医
か
ら
年
々
挙
出
さ
せ
る
よ
う
に
願
い
出
た
。

（
４
）

幕
府
財
政
に
負
担
を
か
け
ず
、
民
間
の
資
金
を
運
用
し
て
政
策
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
、
田
沼
時
代
ら
し
い
や
り
方
で
あ
る
。
し
か
し
官
医

に
し
る
陪
臣
医
・
町
医
に
し
ろ
、
瞬
寿
館
に
出
席
す
べ
き
義
務
も
な
く
、
出
席
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
利
点
も
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
、

（
Ｐ
３
）

醗
金
が
う
ま
く
ゆ
く
は
ず
は
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
こ
の
措
置
に
強
く
抗
議
し
た
の
が
、
典
薬
頭
を
世
襲
し
、
官
医
中
最
高
位
に
あ
っ
た
半
井
大
和
守
成
高
と
今
大
路
兵
部
大
輔
正
福

明
和
元
年
に
は
、
多
紀
桂
山
と
並
称
さ
れ
る
学
医
山
田
図
南
が
、
朝
鮮
通
信
使
と
の
筆
談
『
桑
韓
筆
語
』
を
上
梓
し
た
。
図
南
は
祖
侠
門

下
の
麟
唄
の
孫
で
あ
る
が
、
後
に
折
衷
学
者
山
本
北
山
に
入
門
し
て
、
東
洞
批
判
（
『
天
命
弁
』
）
、
祖
侠
批
判
（
『
権
量
溌
乱
」
）
を
展
開
し
、
古

文
辞
墨
守
派
を
落
胆
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
（
天
明
四
年
刊
・
佐
久
間
熊
水
著
「
討
作
詩
志
殼
」
）
。

明
和
三
年
に
は
奥
平
中
津
藩
医
前
野
良
沢
が
、
青
木
昆
陽
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
藺
学
興
隆
の
発
端
を
作
っ
た
。

儒
学
と
医
学
の
世
界
は
こ
の
時
期
と
そ
れ
に
つ
づ
く
時
期
に
、
ほ
ぼ
祖
採
学
と
古
方
派
へ
の
批
判
と
修
正
が
大
多
数
を
占
め
た
と
見
ら
れ

る
が
、
そ
の
一
方
で
中
国
に
範
を
と
ら
ず
に
西
洋
の
学
問
に
就
こ
う
と
す
る
者
が
出
は
じ
め
て
い
た
時
期
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
、
踏
寿
館
官
立
化
の
意
義
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で
あ
る
（
「
官
医
家
譜
』
）
。
両
氏
は
自
分
の
弟
子
た
ち
に
も
瞬
寿
館
に
修
学
さ
せ
ま
い
と
さ
え
し
て
多
紀
氏
を
妨
害
し
た
。
こ
の
結
果
、
両
氏
は

幕
府
よ
り
「
不
埒
な
る
心
底
な
り
」
と
誼
責
さ
れ
て
い
る
。
両
典
薬
頭
と
し
て
は
多
紀
氏
の
潜
越
を
座
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
こ
の
の
ち
寛
政
三
年
の
医
学
館
成
立
ま
で
の
間
、
多
紀
氏
の
興
隆
と
典
薬
頭
家
の
凋
落
は
幕
府
医
官
制
度
を
大
き
く
転
換
さ
せ

て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
寛
政
二
年
に
幕
府
か
ら
半
井
氏
に
対
し
て
秘
蔵
の
古
抄
本
「
医
心
方
」
を
提
出
す
る
よ
う
に
と
の
下
命
が

（
６
）

あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
般
に
多
紀
藍
渓
・
桂
山
父
子
が
松
平
定
信
に
進
言
し
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
半
井
氏
は
こ
れ
を
拒
絶
し
て
、
天

明
八
年
の
京
都
の
火
災
で
焼
失
し
た
と
言
い
逃
れ
た
た
め
、
今
大
路
氏
と
と
も
に
差
控
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
多
紀
氏
の
踏

寿
館
は
官
立
の
医
学
館
と
し
て
改
組
さ
れ
た
。

（
７
）

藤
波
剛
一
の
『
武
鑑
」
調
査
に
よ
れ
ば
、
江
戸
幕
府
の
官
医
制
度
の
確
立
は
正
徳
期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
続
い
て
享
保
元
年
十
月
二
十

四
日
に
は
、
典
薬
頭
家
に
「
旧
き
名
家
と
い
ひ
、
門
徒
も
あ
ま
た
な
れ
ば
、
小
普
請
の
中
に
て
、
医
学
治
療
も
さ
り
ぬ
く
き
も
の
、
沈
浦
し

て
し
ら
れ
ざ
る
を
選
挙
す
べ
し
」
（
「
有
徳
院
殿
実
記
」
）
と
命
ぜ
ら
れ
た
。
半
井
・
今
大
路
両
氏
は
、
官
医
を
統
率
す
る
権
限
を
持
ち
、
御
目
見
．

番
入
等
の
人
事
権
を
掌
握
し
て
お
り
、
家
格
だ
け
で
は
な
く
、
実
権
を
も
有
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
『
医
心
方
」
一
件
を
め
ぐ
る
処
罰
と

医
学
館
成
立
に
よ
り
、
典
薬
頭
家
が
有
し
た
権
能
が
医
学
館
へ
と
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
夙
に
森
潤
三
郎
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
典
薬

（
８
）

頭
家
が
有
し
た
医
権
は
、
儒
学
に
お
け
る
林
家
が
儒
官
任
免
に
関
し
て
有
し
た
権
威
に
准
え
ら
れ
る
。
松
平
定
信
の
改
革
は
、
こ
れ
ら
の
旧

来
の
権
威
を
剥
奪
し
、
か
わ
っ
て
官
立
学
校
を
設
け
、
登
用
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幕
臣
へ
の
学
問
奨
励
・
風
儀
改
善
を
は
か
り
、

（
９
）

幕
臣
を
組
織
化
し
直
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
官
医
に
対
し
て
は
、
寛
政
元
年
の
通
達
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
ご
と
く
、

医
業
研
蹟
の
程
度
や
患
者
数
の
多
寡
と
い
う
基
準
に
し
た
が
っ
て
、
現
状
に
見
合
う
官
医
の
身
分
・
禄
高
の
細
捗
を
断
行
す
る
こ
と
を
う
た

っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
官
医
の
組
織
の
大
幅
な
改
革
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
改
善
さ
れ
た
組
織
が
永
続
的
に
有
効
に
機
能
す
る
た
め
の
機
関
と

し
て
、
医
学
館
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
橋
本
昭
彦
の
「
江
戸
幕
府
試
験
制
度
史
の
研
究
」
（
風
間
書
房
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
た
よ
う
に
、
昌
平
坂
学
問
所
で



誌
両
官
立
学
校
は
、
如
上
の
ご
と
く
共
通
の
使
命
を
帯
び
て
発
足
し
た
が
、
ま
た
相
違
点
も
あ
っ
た
。

雑学
昌
平
醤
の
場
合
、
庶
民
を
も
視
野
に
入
れ
た
啓
蒙
的
な
講
義
で
あ
る
仰
高
門
日
講
や
、
諸
藩
か
ら
の
留
学
生
の
居
た
書
生
寮
で
の
講
義
も

史稚
あ
っ
た
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
中
心
は
幕
臣
を
対
象
と
し
た
、
北
楼
講
釈
・
会
読
や
稽
古
所
講
釈
・
会
読
や
御
座
敷
講
釈
で
あ
っ
た
。
こ
の

日
こ
と
は
歴
代
の
御
儒
者
が
日
並
に
記
し
た
昌
平
費
日
記
を
見
て
も
歴
然
と
す
る
事
実
で
あ
る
。
幕
臣
は
入
寮
の
際
に
ご
く
初
歩
的
な
素
読
を

試
み
ら
れ
て
入
寮
が
許
可
さ
れ
、
在
寮
中
は
右
の
講
釈
・
輪
講
や
詩
文
会
に
よ
っ
て
学
力
を
養
い
、
学
問
吟
味
と
い
う
試
験
の
結
果
、
優
秀

な
成
績
を
修
め
た
者
は
幕
吏
と
し
て
番
入
り
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
た
。
学
業
成
績
と
就
職
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
世
襲
に
よ

っ
て
停
滞
し
た
幕
臣
の
向
学
心
を
高
め
、
役
人
の
人
材
の
質
的
向
上
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
寄
宿
生
や
通
学
生
は
、
上
級
の
旗
本
の
子
弟

で
寄
合
に
入
っ
て
い
る
者
や
非
役
の
小
普
請
の
子
弟
た
ち
で
あ
っ
た
。
藩
士
を
収
容
し
た
書
生
寮
は
こ
れ
と
や
や
性
格
を
異
に
す
る
。
御
儒

者
に
よ
る
講
釈
は
月
に
六
回
と
、
寄
宿
寮
に
比
し
て
ず
っ
と
少
な
い
。
諸
藩
に
お
い
て
す
で
に
学
力
優
等
を
認
め
ら
れ
、
将
来
藩
に
任
用
さ
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ほ
ぼ
同
時
併
行
し
て
、
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
林
羅
山
以
来
の
伝
統
を
誇
る
林
家
の
私
塾
が
、
大
学
頭
林
錦
峯
の
抵
抗
も
あ
っ
て
、
錦

峯
の
死
後
、
養
嗣
と
な
っ
た
述
斎
林
衡
の
下
で
よ
う
や
く
官
立
昌
平
費
が
成
立
す
る
の
に
対
し
、
松
平
定
信
の
親
任
厚
い
新
興
勢
力
で
あ
る

多
紀
氏
が
主
宰
し
た
踏
寿
館
は
、
先
ん
じ
て
寛
政
三
年
に
官
立
化
を
成
し
遂
げ
、
官
医
機
構
の
再
組
織
化
の
た
め
の
機
関
と
し
て
歩
み
出
し

の
考
試
は
、
中
国
の
科
挙
制
度
の
ご
と
き
、
登
第
者
を
政
治
の
中
枢
に
ま
で
登
用
す
る
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
お
ら
ず
、
幕
臣
各
層
で
の

成
績
優
秀
者
を
先
格
に
従
っ
て
番
入
り
さ
せ
、
各
層
の
奮
気
を
促
す
と
い
っ
た
意
味
合
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
に
よ
っ
て
固

定
的
身
分
社
会
の
枠
組
の
中
で
あ
る
程
度
の
能
力
主
義
を
う
ち
だ
し
、
且
つ
登
用
に
際
し
て
各
部
署
で
の
個
人
の
権
力
集
中
を
抑
制
す
る
と

い
う
こ
と
は
期
待
で
き
た
の
で
あ
る
。

た
の
で
あ
る
。

四
、

昌
平
費
と
医
学
館
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れ
る
こ
と
を
目
途
し
て
の
江
戸
留
学
と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
寄
宿
寮
の
者
よ
り
も
年
齢
も
学
力
も
高
い
者
が
多
か
っ
た
。
ま

た
幕
府
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
幕
府
が
教
学
と
し
て
公
認
し
た
朱
子
学
を
諸
藩
に
ま
で
伝
播
さ
せ
る
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
。

右
の
ご
と
く
昌
平
費
は
、
幕
吏
撰
抜
機
関
で
あ
り
、
藩
士
留
学
機
関
で
あ
っ
て
、
中
国
の
典
籍
を
教
材
と
し
て
使
用
は
す
る
け
れ
ど
も
、

漢
籍
の
研
究
を
使
命
と
す
る
機
関
で
は
な
く
、
幕
藩
政
治
機
構
の
実
務
を
担
当
す
る
人
員
の
、
養
成
・
撰
抜
機
関
の
性
格
が
強
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
医
学
館
も
、
寛
政
三
年
の
官
立
化
当
初
、
登
用
予
備
要
員
で
あ
る
寄
合
・
小
普
請
の
官
医
に
加
え
て
、
陪
臣
医
・
町
医
を
も
修
学

対
象
と
し
て
想
定
し
た
が
、
官
医
が
予
想
外
に
多
数
出
席
し
た
た
め
、
天
保
十
四
年
の
制
度
改
革
に
よ
っ
て
陪
臣
医
・
町
医
の
た
め
の
請
書

が
開
講
さ
れ
る
ま
で
は
、
官
医
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
ど
の
程
度
継
続
的
に
実
施
さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
寛
政
度
以

（
川
）

降
、
医
学
考
試
も
行
わ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
官
医
の
番
医
、
奥
医
へ
の
任
用
の
た
め
の
撰
抜
機
関
の
性
格
を
持
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
か
く
登
用
者
選
抜
機
関
と
し
て
の
共
通
の
性
格
を
持
ち
な
が
ら
も
、
一
般
の
幕
府
官
僚
養
成
の
た
め
の
昌
平
費
と
専
門
的
医
療

技
術
者
を
養
成
す
る
た
め
の
医
学
館
で
は
、
課
業
の
方
針
に
相
違
が
あ
っ
た
。
発
足
時
の
通
達
（
寛
政
三
年
九
月
二
十
四
日
）
に
、
「
流
儀
見
識

等
、
一
同
は
無
之
事
に
候
間
、
入
学
之
外
、
出
席
之
面
々
は
、
只
聞
見
を
広
め
」
云
々
と
あ
っ
て
、
「
小
学
』
「
四
書
」
な
ど
闇
斎
学
的
傾
向

の
濃
厚
な
、
限
ら
れ
た
経
耆
の
み
を
講
じ
た
昌
平
費
の
課
業
と
は
異
質
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
幕
末
期
ま
で
時
代

（
、
）

の
下
っ
た
資
料
で
は
あ
る
が
、
両
官
学
の
学
規
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
風
の
相
異
を
検
討
し
た
い
。
ま
ず
三
自
生
寮
学
規
』
を
掲
げ
る
。

一
、
三
礼
三
伝
は
注
疏
を
主
と
し
、
礼
記
は
陳
注
を
見
合
可
申
、
其
外
見
合
候
書
籍
、
拝
借
相
成
候
事
。

一
、
皇
朝
歴
史
類
取
調
度
向
は
、
六
国
史
・
大
日
本
史
等
拝
借
被
仰
付
候
事
。

一
、
漢
土
歴
史
之
儀
、
正
史
編
年
銘
々
見
込
有
之
、
取
調
度
分
、
拝
借
相
成
候
事
。

仰
付
候
事
。

、
四
書
は
朱
注
、
周
易
は
伝
義
、
書
経
は
察
伝
、
詩
経
は
朱
伝
、
小
学
は
本
性
相
用
可
申
、
右
へ
引
合
せ
候
末
疏
類
、
夫
々
拝
借
被

覚
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一
、
右
経
史
研
究
之
儀
は
本
課
に
有
之
、
日
々
取
調
候
分
、
急
度
起
止
簿
に
相
認
、
試
業
之
節
御
儒
者
へ
差
出
可
申
事
。

一
、
詩
文
稽
古
之
儀
、
兼
学
と
相
心
得
、
唐
宋
以
来
之
集
、
其
外
清
人
之
撰
著
に
て
も
取
調
度
向
は
拝
借
相
成
候
事
。

一
、
皇
朝
御
制
度
井
漢
土
歴
代
制
度
筋
、
取
調
度
向
は
、
政
書
類
拝
借
被
仰
付
候
得
共
、
是
亦
経
史
研
磨
之
間
合
等
に
拝
見
可
致
候
事
。

一
、
伝
奇
小
説
類
、
本
朝
仮
名
物
語
等
、
銘
々
数
寄
好
に
て
本
課
之
余
事
、
自
分
限
り
に
一
覧
い
た
し
候
儀
に
候
得
ば
、
拝
借
可
被
仰

付
候
得
共
、
右
を
経
史
修
業
同
様
日
課
之
廉
へ
相
立
候
儀
は
、
不
相
成
候
事
。

一
、
叢
書
等
之
内
、
古
来
よ
り
の
雑
談
同
様
之
儀
相
載
候
書
類
は
、
是
又
課
談
に
は
不
相
立
候
事
。
（
以
下
略
）

（
胆
）

一
方
、
『
医
痒
諸
生
局
学
規
』
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一
、
素
問
、
霊
枢
、
本
草
経
及
難
経
ハ
古
医
経
ナ
レ
バ
最
モ
尊
奉
シ
テ
研
究
ス
ベ
キ
コ
ト
勿
論
ナ
リ
。
傷
寒
論
、
金
置
要
略
ハ
古
聖
人

遣
方
ノ
存
ス
ル
処
ニ
シ
テ
、
儒
家
ノ
六
経
ア
リ
論
孟
ア
ル
ガ
如
ク
ナ
レ
バ
、
殊
二
熟
読
玩
味
置
カ
ザ
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
然
し
ド
モ
病
情

万
変
ナ
レ
バ
、
加
フ
ル
二
博
渉
ノ
功
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
恐
ク
ハ
妙
用
ヲ
悉
ス
ニ
足
ラ
ズ
。
サ
レ
バ
秀
ラ
晋
晴
唐
ョ
リ
宋

元
明
渭
ノ
書
二
至
ル
マ
デ
ソ
ノ
源
流
二
派
洞
シ
、
ソ
ノ
世
二
随
テ
医
風
ノ
推
移
ス
ル
所
ヲ
考
ガ
ヘ
、
我
智
識
ヲ
長
ゼ
ハ
、
孫
真
人
所

謂
於
医
道
無
所
滞
擬
ノ
地
位
二
到
ル
ベ
シ
。
ソ
ノ
書
ヲ
読
ノ
例
、
大
抵
其
世
次
ノ
先
後
二
随
ヲ
可
ト
ス
。

一
、
人
各
性
ノ
近
キ
所
ア
リ
。
故
ニ
ソ
ノ
器
ノ
大
小
ヲ
論
ゼ
ス
学
問
二
長
ズ
ル
モ
ノ
ア
リ
治
療
二
長
ズ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
両
全
ナ
ル
コ
ト

能
ハ
ズ
卜
錐
モ
、
畢
寛
学
問
ヲ
以
テ
治
術
ノ
基
本
ト
ス
ル
ナ
レ
バ
、
膚
浅
ノ
学
ヲ
以
テ
イ
カ
デ
カ
活
人
ノ
手
段
ヲ
得
ベ
ケ
ン
ヤ
。
故

二
大
医
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
習
業
両
ツ
ナ
ガ
ラ
勉
励
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

一
、
経
史
百
家
ノ
害
、
医
方
ニ
渉
ラ
ザ
ル
ニ
似
テ
医
方
二
於
テ
益
ヲ
得
ル
コ
ト
勝
テ
計
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
サ
レ
バ
余
力
ヲ
以

テ
コ
レ
等
ノ
害
二
及
ブ
コ
ト
、
コ
レ
亦
少
シ
ク
モ
怠
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

一
、
経
ノ
中
二
就
テ
最
モ
早
ク
講
明
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
周
易
、
尚
書
ノ
洪
範
、
左
伝
ノ
鄭
子
産
秦
医
和
ガ
晋
侯
ノ
病
ヲ
論
ジ
認
転
タ
ル
ガ
如

キ
、
各
処
二
散
見
ス
。
ソ
ノ
他
周
官
ノ
医
職
マ
タ
表
出
シ
テ
講
ズ
ベ
キ
ナ
リ
。
子
書
ニ
テ
ハ
呂
覧
、
准
南
子
、
論
衡
ノ
類
ナ
リ
。
史
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教
え
て
い
る
。

ハ
史
記
、
前
・
後
漢
、
三
国
志
、
晋
書
等
最
モ
読
マ
ズ
ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ス
。
儒
家
典
籍
ノ
疑
義
、
作
文
ノ
法
等
、
能
ソ
ノ
教
授
ノ

人
二
就
テ
礼
ヲ
尽
シ
指
南
ヲ
受
ベ
キ
ナ
リ
。

一
、
王
太
僕
ノ
素
問
二
於
ル
、
呂
・
楊
二
家
ノ
難
経
二
於
ル
、
成
叩
摂
ノ
傷
寒
論
二
於
ル
、
均
シ
ク
古
義
ノ
存
ス
ル
所
ト
ス
。
学
者
宜

シ
ク
精
究
熟
研
シ
テ
コ
レ
ヲ
以
テ
医
学
ノ
根
抵
卜
為
ス
ベ
キ
ナ
リ
。
更
二
補
フ
ニ
諸
家
ノ
説
ヲ
以
テ
セ
バ
備
ハ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ナ
カ
ル

ベ
シ
。
然
ド
モ
徒
二
尼
雑
粉
清
二
渉
ラ
バ
初
学
二
在
テ
ハ
望
洋
ノ
歎
無
キ
コ
ト
能
ハ
ズ
。
．
、
ヲ
以
テ
先
祖
考
、
素
問
・
霊
枢
二
識

ア
リ
、
傷
寒
論
・
金
直
要
略
二
輯
義
ア
リ
、
難
経
二
疏
証
ア
リ
。
先
伯
父
マ
タ
紹
識
、
述
義
ノ
著
ア
リ
。
古
医
経
ノ
閻
奥
ヲ
窺
ン
卜

欲
ス
ル
者
、
新
奇
ノ
説
二
迷
上
、
ソ
ノ
歩
ヲ
失
う
コ
ト
勿
レ
・

一
、
近
日
官
命
ヲ
奉
シ
テ
刊
印
セ
シ
医
心
方
ノ
ー
書
ハ
古
医
経
ノ
羽
翼
ト
モ
称
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
コ
ノ
書
二
拠
リ
テ
古
義
ヲ
発
明

セ
バ
益
ヲ
得
ル
コ
ト
莫
大
ナ
ル
ベ
シ
。

右
は
文
久
三
年
一
月
に
、
多
紀
柳
消
の
嗣
子
・
巣
辺
が
撰
び
、
版
刻
し
て
冊
子
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
二
四
条
か
ら
な
り
、
臨
床
上
の

注
意
事
項
や
勉
励
の
心
構
え
等
の
条
項
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
学
問
に
関
す
る
条
の
み
を
引
い
た
。

『
書
生
寮
学
規
」
で
は
「
四
書
」
（
朱
喜
の
集
注
・
章
句
）
、
「
周
易
』
（
程
頤
伝
・
朱
喜
本
義
）
、
「
害
経
」
（
朱
喜
の
門
人
察
沈
の
集
伝
）
、
「
詩
経
」

（
朱
喜
の
集
伝
）
、
『
小
学
」
、
と
い
う
朱
子
学
流
の
解
釈
に
基
く
経
書
と
、
日
本
と
中
国
の
史
書
ま
で
を
本
課
と
し
、
詩
文
制
作
、
政
言
に
基
く

制
度
研
究
、
小
説
類
や
叢
言
の
渉
猿
な
ど
は
本
課
の
研
讃
を
妨
げ
ぬ
範
囲
内
で
許
容
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
医
痒
諸
生
局
学
規
」

で
は
、
古
経
方
に
精
通
す
る
こ
と
を
基
盤
と
し
、
古
義
の
閾
明
を
重
視
し
た
上
で
、
博
渉
を
力
説
し
て
い
る
。
漢
代
起
原
の
医
経
に
視
野
を

限
定
せ
ず
、
清
代
に
至
る
歴
代
の
医
書
や
、
子
・
史
に
ま
で
目
を
配
る
こ
と
が
、
医
学
の
歴
史
的
変
遷
と
源
流
へ
の
湖
上
を
考
え
る
上
で
必

須
で
あ
る
と
す
る
。
博
渉
に
力
及
ば
ぬ
初
学
者
に
は
、
右
の
ご
と
き
方
法
の
成
果
で
あ
る
多
紀
桂
山
・
薩
庭
の
注
釈
書
を
手
引
き
と
す
べ
く

祖
侠
学
の
成
立
に
よ
っ
て
学
問
の
分
化
が
促
進
さ
れ
る
中
、
道
徳
的
修
養
と
政
治
的
実
践
が
未
分
の
ま
ま
に
統
一
さ
れ
て
い
る
朱
子
学
を
、
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明
和
二
二
七
六
五
）
年
よ
り
慶
応
年
間
ま
で
、
前
後
百
年
に
お
よ
ぶ
医
学
館
の
学
統
を
単
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
館
主
多
紀
氏
に

即
し
て
言
え
ば
、
初
代
玉
池
と
二
代
藍
渓
の
時
代
と
、
四
代
柳
治
と
そ
の
弟
薩
庭
の
時
代
と
で
は
明
ら
か
に
学
風
に
差
が
あ
り
、
藍
渓
の
嗣

で
柳
淋
．
薩
庭
の
父
で
あ
る
三
代
桂
山
が
そ
の
移
行
期
に
あ
た
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
よ
っ
て
以
下
、
考
察
を
す
す
め
る
に
あ
た
り
、

前
後
四
期
に
分
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
は
寛
政
三
年
ま
で
の
鱗
寿
館
時
代
で
あ
る
。
次
に
桂
山
の
死
の
文
化
七
（
一
八
一
○
）
年
ま
で
。

幕
藩
政
治
社
会
体
制
の
維
持
の
た
め
の
教
学
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
出
発
し
た
江
戸
時
代
の
儒
学
は
、
大
き
く
変
貌
し
動
揺
し
始

め
た
。
そ
れ
が
宝
暦
期
前
後
の
、
百
家
争
鳴
的
な
儒
学
界
の
状
況
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
朱
子
学
的
世
界
観
で
は
律
し
切
れ
な
く
な
っ
た
、

商
品
貨
幣
経
済
の
浸
蝕
に
よ
る
封
建
社
会
の
変
質
と
も
即
応
し
て
い
た
。

寛
政
期
に
め
ざ
さ
れ
た
も
の
は
、
儒
学
を
再
度
、
道
徳
的
実
践
の
学
と
し
て
定
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
動
揺
を
き
た
し
始
め
た
社
会
秩
序

の
再
確
立
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
昌
平
曼
に
期
待
さ
れ
た
、
幕
府
官
吏
養
成
機
関
へ
の
改
組
は
、
そ
の
中
核
的
具
体
策
で
あ
っ
た
。
幕

吏
さ
ら
に
は
全
国
の
藩
吏
の
正
統
的
学
問
と
し
て
、
上
記
の
ご
と
き
朱
子
学
系
の
典
籍
が
採
用
さ
れ
、
幕
末
ま
で
そ
れ
は
基
本
的
に
は
変
わ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
結
果
、
『
吉
生
寮
学
規
』
に
み
る
ご
と
く
、
昌
平
費
の
学
問
が
幅
の
せ
ま
い
、
萎
縮
し
た
も
の
に
な
っ
た

こ
と
も
否
め
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
医
学
館
で
は
、
何
ら
党
派
的
見
地
に
左
右
さ
れ
ず
、
万
変
す
る
病
態
に
対
応
で
き
る
だ
け
の
幅
広
い
学

問
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
命
題
の
も
と
で
、
学
問
は
博
大
化
し
且
つ
精
密
化
し
た
。
し
か
も
臨
床
と
学
問
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
医
学
館

で
の
学
問
は
、
臨
床
的
有
用
性
に
よ
っ
て
古
典
を
窓
意
的
に
変
改
す
る
傾
向
を
持
っ
た
古
方
派
の
超
克
か
ら
出
発
し
て
い
る
だ
け
に
、
文
献

学
が
安
易
に
臨
床
に
隷
従
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

社
会
的
機
能
が
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
な
の
で
あ
る
が
、
昌
平
篝
よ
り
も
医
学
館
の
方
が
文
献
研
究
の
方
法

論
と
し
て
見
る
と
き
、
今
日
に
近
い
も
の
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
明
白
な
の
で
あ
る
。

五
、
医
学
館
の
学
統
の
形
成
に
つ
い
て
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以
後
、
天
保
度
に
葹
庭
が
次
第
に
昇
進
し
て
医
学
館
の
実
権
を
握
る
時
期
（
天
保
十
年
頃
）
を
境
に
、
三
期
と
四
期
に
分
け
る
。

次
に
瞬
寿
館
も
し
く
は
医
学
館
に
関
わ
り
を
持
っ
た
医
家
の
撰
定
の
問
題
で
あ
る
。
医
学
館
刊
行
物
に
は
必
ず
校
勘
・
影
写
の
作
業
に
あ

た
っ
た
人
物
を
、
巻
頭
序
末
に
列
記
し
て
い
る
の
で
、
同
書
出
版
の
時
点
で
の
医
学
館
の
教
諭
・
講
吉
な
ど
の
主
要
人
員
を
知
る
こ
と
が
で

（
昭
）

き
る
。
鱗
寿
館
時
代
の
こ
と
は
、
講
書
の
次
第
を
一
枚
刷
に
し
た
安
永
三
年
の
「
踏
寿
館
講
次
」
や
天
明
期
の
百
日
教
育
の
頃
の
様
子
を
伝

え
る
茜
庭
の
「
時
還
読
我
吉
」
が
あ
る
。
医
学
館
の
主
要
な
医
者
の
儒
者
と
の
影
響
関
係
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
の
学
風
を
辿
っ
て
ゆ
き
た
い
。

①
（
濫
鵤
期
）
踏
寿
館
時
代

前
述
の
「
踏
寿
館
講
次
」
は
未
紹
介
の
資
料
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
掲
げ
て
お
こ
う
。

僻
寿
館
講
次

三

八

二

七

一
一
、

｜
ユ
ノ

午
牌
八
十
一
難
経
筑
水
藤
俊
丈

未
牌
金
置
要
略
號
州
秋
山
宜
脩

午
牌
素
間
経

未
牌
取
経
挨
穴
北
山
藤
井
義

午
牌
霊
枢
経

未
牌
減
洞
集

素
斎
高
養
安

博
沢
服
安

松
洲
霊
木
衆
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次
に
「
時
還
読
我
書
」
（
「
杏
林
叢
書
」
所
収
）
で
は
多
紀
薩
庭
が
桂
山
の
弟
山
崎
苦
園
か
ら
の
伝
聞
と
し
て
、
初
期
の
踏
寿
館
の
課
業
の
様

子
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
天
明
四
年
に
開
設
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
百
日
教
育
」
の
こ
ろ
の
状
況
で
あ
る
。

天
明
四
年
甲
辰
ョ
リ
百
日
教
育
ノ
挙
始
し
り
。
其
法
格
ハ
ニ
月
十
五
日
ョ
リ
後
百
日
ノ
間
、
有
志
ノ
生
徒
ヲ
シ
テ
学
塾
二
入
テ
勤
学
セ

シ
メ
、
外
来
ノ
生
徒
モ
日
々
講
受
ヲ
聴
コ
ト
ヲ
得
セ
シ
ム
。
（
中
略
）
其
勤
惰
二
従
テ
講
席
班
列
等
ノ
細
捗
ア
リ
。
入
学
ノ
時
ハ
親
族
ョ

リ
券
書
ヲ
出
シ
総
理
ョ
リ
規
約
ヲ
示
諭
ス
。
講
例
ハ
旧
式
二
遵
上
六
部
害
ヲ
定
ト
シ
先
教
諭
ハ
素
問
ヲ
講
ジ
玉
上
、
山
田
図
南
・
桃
井

（
マ
マ
）

陶
庵
ハ
傷
寒
論
ヲ
講
シ
（
図
南
ノ
門
人
笠
原
雲
仙
・
中
林
俊
庵
代
講
ス
、
陶
庵
ハ
田
沼
侯
ノ
医
ナ
リ
）
、
目
黒
道
琢
ハ
内
経
等
（
騒
恕
公
是
ナ
リ
、

其
門
人
曽
根
惟
中
・
西
村
玄
周
代
講
ス
）
、
服
部
玄
広
ハ
霊
枢
（
清
水
公
ノ
医
ナ
リ
）
、
加
藤
俊
丈
ハ
難
経
（
俊
丈
ハ
市
医
ナ
リ
）
、
田
村
元
雄
．

五
十
午
牌
本
艸
綱
目
賀
台
藤
舜
調

四
九本

館
講
業
医
耆
之
外
旧
不
及

他
言
今
芳
講
関
係
斯
道
者

右
講
例
循
旧

安
永
甲
午
春

未
牌
宋
板
傷
寒
論
桃
庵
桃
井
寅

附
傷
寒
古
訓

午
牌
格
致
余
論
西
山
林
立
節

論
語
集
解

春
秋
左
伝

詩
経

郡



（
マ
マ
）

太
田
長
元
ハ
本
草
（
曽
昌
啓
等
代
講
ス
）
、
小
坂
元
祐
・
岡
田
道
民
ハ
経
絡
ヲ
講
ゼ
リ
（
道
民
ハ
井
伊
侯
ノ
医
）
、
儒
家
ニ
ハ
金
浅
先
生
、
吉

田
篁
數
、
亀
田
鵬
斎
、
継
デ
錦
城
先
生
皆
講
経
ア
リ
。
大
抵
百
日
中
一
部
ノ
害
ヲ
卒
業
セ
リ
。
日
二
三
人
ヅ
ッ
、
講
授
セ
リ
。
内
外
ノ

諸
生
総
テ
ニ
三
百
人
二
及
く
り
。
皆
互
二
研
究
シ
テ
弁
難
セ
シ
ト
ゾ
。
更
一
二
百
日
中
施
薬
ア
リ
テ
診
治
ノ
法
ヲ
習
シ
メ
、
医
案
会
ア

リ
（
百
日
中
二
十
会
、
大
抵
一
月
七
会
）
、
疑
問
会
ア
リ
（
一
月
中
三
会
）
、
薬
品
会
ア
リ
言
日
中
一
次
）
。

ま
ず
安
永
三
年
の
講
次
に
つ
い
て
み
る
と
、
講
じ
ら
れ
る
書
籍
の
内
容
は
、
『
難
経
』
『
霊
枢
』
「
素
問
」
の
古
経
と
「
傷
寒
論
」
『
金
置
要

ｊ
略
」
の
古
方
に
加
え
て
、
本
草
書
と
し
て
明
・
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
」
が
あ
り
、
経
穴
に
関
す
る
講
義
が
あ
り
、
金
・
元
の
医
学
理
論
書

９９⑲
と
し
て
元
・
王
履
の
「
派
泗
集
』
と
元
・
朱
丹
渓
の
「
格
致
余
論
』
が
配
さ
れ
て
い
る
。
「
源
洞
集
』
と
『
格
致
余
論
」
は
と
も
に
明
代
の
叢

滑
書
『
束
垣
十
書
」
に
も
収
め
ら
れ
て
、
十
七
世
紀
以
前
よ
り
我
が
国
で
も
よ
く
読
ま
れ
て
各
種
の
和
刻
本
が
出
さ
れ
て
い
る
。
古
経
方
、
本

鐸
草
、
針
灸
、
後
世
方
を
網
羅
し
、
医
学
教
育
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
偏
奇
の
な
い
も
の
と
評
せ
よ
う
。
し
か
し
も
う
少
し
詳
し
く
見
る
と
、
「
傷

５認
寒
論
」
は
古
方
派
・
吉
益
東
洞
の
門
人
で
あ
る
桃
井
桃
庵
の
『
傷
寒
論
古
訓
」
に
よ
っ
て
い
る
。
本
草
害
も
後
に
は
李
時
珍
の
見
解
に
よ
っ

誌
て
古
本
草
を
改
め
た
と
し
て
、
『
本
草
綱
目
」
は
『
神
農
本
草
経
」
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
古
方
・
後
世
方
の
併
存
を
こ
こ
に
指
摘

雑学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
講
師
陣
に
関
し
て
は
、
伝
未
詳
の
人
物
が
多
く
、
『
時
還
読
我
書
」
の
記
載
に
よ
っ
て
僅
か
に
陪
臣
医
や
町
医
で
あ
る

史稚
こ
と
が
判
る
。
幕
府
官
医
は
一
人
も
い
な
い
。
既
記
の
桃
井
桃
庵
の
ほ
か
、
秋
山
號
州
（
名
宜
修
通
称
玄
瑞
）
、
加
藤
筑
水
（
名
俊
丈
、
字
万

日
卿
）
が
若
干
の
著
書
に
よ
っ
て
名
を
知
ら
れ
る
。
「
加
台
藤
舜
調
」
は
『
文
会
録
』
に
み
え
る
福
山
舜
調
で
あ
ろ
う
か
。

注
目
す
べ
き
は
、
医
書
講
釈
以
外
に
、
儒
者
に
よ
る
儒
書
講
釈
が
、
こ
の
時
期
の
踏
寿
館
で
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
「
本
館

も

の
講
業
は
、
医
書
の
外
、
旧
と
他
言
に
及
ば
ず
。
今
秀
ら
斯
道
に
関
係
す
る
も
の
を
講
ず
」
と
い
う
但
し
書
き
か
ら
推
す
に
、
儒
害
講
釈
の

開
始
は
安
永
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
テ
キ
ス
ト
で
は
「
論
語
」
で
も
「
論
語
集
注
」
（
朱
喜
注
）
で
も
な
く
、
何
晏
の
「
論

語
集
解
』
を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
周
知
の
ご
と
く
、
こ
の
後
寛
政
年
間
に
吉
田
篁
激
は
善
良
な
テ
キ
ス
ト
を
得
べ
Ｋ
『
論
語
」

”
諸
本
を
校
勘
し
て
「
論
語
集
解
考
異
」
を
撰
し
た
。
漢
代
す
で
に
斉
・
魯
・
古
の
三
論
が
鼎
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
系
統
を
異
に
す
る
諸
本
が
今
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日
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
時
に
、
直
ち
に
諸
本
の
異
同
を
校
勘
し
て
原
「
論
語
」
に
湖
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
む
し

ろ
現
存
最
古
の
魏
・
何
晏
の
『
集
解
」
の
校
定
に
止
め
て
お
く
べ
き
だ
と
い
う
見
識
で
あ
る
。
『
論
語
集
解
』
の
講
師
は
荻
生
祖
侠
門
の
入
江

南
漠
の
養
嗣
北
海
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
年
、
六
十
四
歳
で
、
講
師
中
の
高
齢
者
で
あ
る
。
入
江
北
海
に
篁
轍
ほ
ど
の
目
録
学
の
見
識
が
あ

っ
た
か
否
か
は
不
明
だ
が
、
流
布
し
た
朱
注
に
拠
ら
な
い
と
こ
ろ
に
明
確
な
主
張
が
読
み
と
れ
る
。

「
詩
経
」
の
講
師
岡
部
四
漠
は
、
井
上
金
莪
の
門
人
だ
が
、
む
し
ろ
若
い
頃
親
交
の
あ
っ
た
大
田
南
畝
・
大
森
華
山
・
菊
池
衡
岳
と
の
共
著

「
牛
門
四
友
集
」
（
明
和
五
年
刊
）
や
、
『
四
漠
陳
人
詩
集
」
（
明
和
九
年
刊
）
に
よ
っ
て
、
讓
園
末
流
の
漢
詩
人
群
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。

安
永
三
年
の
講
次
か
ら
は
以
上
の
ご
と
く
、
医
書
講
釈
に
お
け
る
古
方
・
後
世
方
並
存
と
、
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
の
儒
害
講
釈
で
は
祖
株

学
派
の
流
れ
を
汲
み
つ
つ
も
、
金
表
門
の
岡
部
四
漠
の
ご
と
く
既
に
折
衷
学
へ
の
傾
斜
の
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

次
に
天
明
四
年
以
降
（
多
紀
氏
の
経
済
的
逼
迫
に
よ
り
わ
ず
か
四
回
の
み
に
終
っ
た
と
も
言
う
）
の
、
百
日
教
育
に
移
ろ
う
。
医
耆
は
『
素
問
」

『
霊
枢
』
『
難
経
」
『
傷
寒
論
」
『
金
巨
要
略
』
『
本
草
経
（
？
）
」
が
講
釈
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
撰
ば
れ
て
い
る
。
『
時
還
読
我
言
」
を
「
踏
寿
館

講
次
」
と
資
料
価
値
に
お
い
て
同
列
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
薩
庭
の
言
を
信
ず
る
と
す
れ
ば
、
す
で
に
安
永
三
年
よ
り
十
年
に
し
て
、

金
元
医
学
の
要
素
は
低
下
し
、
『
本
草
綱
目
』
も
改
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
講
師
陣
を
み
れ
ば
、
前
述
の
山
田
図
南
、
本
草
家
と
し
て
著

名
な
田
村
元
雄
（
元
長
の
誤
ま
り
か
）
や
太
田
澄
元
（
伊
沢
蘭
軒
の
本
草
の
師
）
と
い
っ
た
官
医
の
名
が
目
を
ひ
く
。
山
田
図
南
は
儒
学
を
山
本

（
Ｍ
）

北
山
に
学
び
、
医
経
を
加
藤
俊
丈
に
学
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
今
大
路
家
の
門
人
で
、
松
平
定
信
に
仕
え
、
考
証
医
学
の
創
始

と
目
さ
れ
る
目
黒
道
琢
の
存
在
は
、
松
平
定
信
の
も
と
医
学
館
が
創
設
さ
れ
今
大
路
氏
が
證
責
さ
れ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
注
目
に
価
す
る
。

儒
者
は
金
表
と
そ
の
門
人
た
ち
で
あ
る
。
大
田
錦
城
は
天
明
四
年
に
東
上
し
、
天
明
六
年
以
降
多
紀
藍
渓
・
桂
山
父
子
を
頼
っ
て
膳
寿
館
に

寄
寓
し
て
い
た
㈲

講
釈
だ
け
で
な
く
、
医
案
会
、
疑
問
会
、
薬
品
会
な
ど
の
実
習
・
検
討
会
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
殊
に
医
案
、
疑
問

は
、
病
証
に
関
す
る
治
験
を
各
自
が
漢
作
文
す
る
も
の
で
あ
り
、
医
学
知
識
と
共
に
漢
作
文
能
力
が
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
よ
し
の
冊
子
』
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講
師
陣
は
寛
政
四
年
当
初
、
多
紀
桂
山
・
杉
浦
玄
徳
・
山
本
宗
英
・
福
井
楓
亭
・
吉
田
快
庵
・
田
村
元
長
・
山
崎
宗
運
で
あ
っ
た
も
の
が
、

こ
の
後
も
西
国
か
ら
の
登
用
が
続
き
、
同
九
年
に
痘
科
の
池
田
京
水
、
同
十
年
に
荻
野
元
凱
、
同
十
一
年
に
本
草
の
小
野
藺
山
が
寄
合
に
挙

げ
ら
れ
て
医
学
館
で
講
書
し
て
い
る
。
江
戸
の
官
医
も
杉
浦
玄
徳
が
罷
免
の
の
ち
、
寛
政
十
年
に
千
田
玄
知
、
杉
本
樗
園
が
講
師
と
な
り
同

時
に
日
々
の
素
読
指
南
の
た
め
に
土
岐
寛
庵
、
森
雲
南
、
吉
田
栄
庵
、
山
崎
宗
徳
、
吉
田
察
玄
、
遊
佐
九
伯
、
喜
多
村
安
正
、
千
賀
道
栄
、

吉
田
自
琢
、
福
井
益
之
進
が
御
用
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
官
医
の
養
成
機
関
で
あ
り
、
か
つ
官
医
の
任
用
機
関
で
も
あ
る
官
立
学
校
と
し
て
の

組
織
が
、
ほ
ぼ
こ
の
頃
ま
で
に
一
応
の
整
備
を
み
た
と
い
え
る
。
素
読
指
南
の
面
々
は
学
問
出
精
に
よ
り
御
目
見
を
許
さ
れ
て
間
も
な
い
若

向
が
定
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

②
寛
政
度
の
官
立
化
よ
り
文
化
年
間
ま
で

寛
政
三
年
の
官
立
化
に
よ
っ
て
、
医
学
館
は
学
統
の
上
で
根
本
的
な
変
質
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
人
事
面
で
の
大
幅
な
刷
新
は
不

可
避
で
あ
っ
た
た
め
、
短
期
的
に
み
れ
ば
こ
の
時
期
の
学
風
は
、
天
明
期
の
考
証
学
へ
の
萌
芽
の
如
き
鮮
明
な
性
格
付
け
に
欠
け
る
。
官
医

中
の
学
術
優
秀
者
を
糾
合
し
て
講
師
と
し
た
こ
と
と
、
実
権
は
多
紀
父
子
が
掌
握
し
て
い
た
こ
と
は
次
報
に
後
述
し
た
い
。
「
幕
府
医
学
館
秘

要
録
」
所
収
の
文
書
を
見
て
ゆ
く
と
、
寛
政
十
一
年
を
境
に
文
書
か
ら
藍
渓
の
名
が
消
え
て
桂
山
の
名
が
あ
ら
わ
れ
る
。
七
月
二
十
六
日
に

六
十
八
歳
の
藍
渓
は
致
仕
を
許
さ
れ
、
桂
山
に
家
督
と
医
学
館
督
事
が
継
承
さ
れ
て
、
多
紀
氏
の
医
学
館
に
よ
る
官
医
支
配
の
世
襲
化
の
方

（
喝
）

に
は
医
案
を
提
出
す
る
様
に
求
め
ら
れ
た
官
医
た
ち
が
漢
作
文
に
難
渋
し
た
と
い
う
風
説
が
あ
る
。
多
く
の
官
医
が
苦
手
と
し
た
漢
作
文
能

力
を
多
紀
氏
が
重
視
し
、
踏
寿
館
に
お
い
て
課
業
化
し
て
い
た
こ
と
は
、
折
衷
学
者
の
深
い
関
与
と
と
も
に
、
医
学
館
に
お
け
る
学
問
の
発

達
に
必
要
な
基
礎
力
を
培
う
上
で
必
須
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
ご
と
く
天
明
期
の
百
日
教
育
か
ら
、
鱗
寿
館
に
金
莪
系
の
折
衷
学
の
学
統
が
着
実
に
根
を
下
し
て
い
る
こ
と
と
、
儒
言
に
及
ぶ
広

汎
な
古
典
の
読
解
や
漢
作
文
を
重
視
し
た
教
育
方
針
が
窺
え
る
。
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交
渉
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

い
官
医
た
ち
が
多
い
。
例
え
ば
幕
末
期
、
木
活
字
印
刷
設
備
を
持
っ
た
学
訓
堂
で
『
医
方
類
聚
』
等
、
多
数
の
出
版
を
行
っ
た
喜
多
村
拷
窓

の
父
槐
園
安
正
の
名
を
見
出
す
。
学
医
喜
多
村
氏
の
端
緒
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
官
医
中
に
優
秀
な
人
材
が
育
ち
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
先
に
見
た
百
日
教
育
の
時
期
に
考
証
医
学
成
立
の
牽
引
力
と
な
っ
た
目
黒
道

琢
や
亀
田
鵬
斎
・
大
田
錦
城
・
吉
田
篁
域
ら
は
、
身
分
上
、
官
立
化
以
後
の
医
学
館
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
藍
渓
は
寛
政
八

（
略
）

年
に
、
創
設
直
後
の
混
雑
も
去
っ
た
と
し
て
、
陪
臣
医
・
町
医
の
出
席
許
可
を
願
い
出
た
が
、
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
諸
分
野
の
専
門
家
を
擁

し
た
医
学
館
は
、
充
実
し
た
講
師
陣
容
と
も
評
し
得
る
が
、
他
方
で
は
以
前
の
よ
う
に
陪
臣
医
・
町
医
か
ら
古
医
書
に
通
じ
た
人
材
を
広
く

吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
為
に
、
医
学
館
に
お
け
る
文
献
学
的
学
風
の
占
有
度
が
低
下
し
た
感
は
否
め
な
い
。

さ
ら
に
松
平
定
信
の
厚
遇
の
も
と
で
権
力
を
手
中
に
し
た
多
紀
父
子
が
、
藍
渓
の
享
和
元
年
七
月
十
一
日
の
死
去
に
続
い
て
、
十
月
に
は

桂
山
が
奥
医
師
か
ら
寄
合
医
師
に
免
細
さ
れ
た
。
権
力
基
盤
た
る
医
学
館
ま
で
喪
失
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
多
紀
氏
に
と
っ
て
一
大
危
機

で
あ
る
。
桂
山
失
脚
の
背
景
に
い
か
な
る
権
力
闘
争
が
あ
っ
た
か
、
今
詳
か
に
し
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
医
学
館
内
に
お
い
て
も
桂
山
の

権
勢
が
弱
体
化
し
た
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
。
だ
が
、
享
和
以
降
、
文
化
七
年
ま
で
の
桂
山
の
晩
年
十
年
間
を
み
る
と
き
、
失
意
の
晩
年
と
い

う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
中
で
得
た
閑
暇
に
『
素
間
識
』
（
文
化
三
）
、
「
霊
枢
識
』
（
文
化
五
）
、
「
医
謄
」
（
文
化
六
）
、
『
傷
寒
論
輯
義
』
（
享
和
一
）
、

『
金
置
要
略
輯
義
」
（
文
化
三
）
、
『
扁
鵲
倉
公
伝
彙
考
」
（
文
化
七
）
、
『
櫟
窓
類
紗
」
（
文
化
六
）
な
ど
の
主
要
著
作
を
脱
稿
し
、
ま
た
詩
文
集
「
櫟

蔭
艸
堂
文
集
』
の
題
賊
を
検
す
れ
ば
倦
む
こ
と
な
く
医
書
の
影
写
、
校
勘
に
精
励
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
桂
山
晩
年
の
医
学
館
で
の
影

響
力
が
低
下
し
た
時
期
に
、
桂
山
に
よ
っ
て
考
証
医
学
は
緒
に
就
い
た
と
見
な
し
う
る
。
こ
の
方
向
は
桂
山
の
二
人
の
男
柳
消
と
薩
庭
に
よ

っ
て
継
承
発
展
さ
れ
て
ゆ
く
。
二
人
の
儒
学
の
師
は
桂
山
が
終
生
親
交
し
た
大
田
錦
城
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
桂
山
の
末
弟
で
同
じ
く
錦
城
門

下
で
、
徴
さ
れ
て
昌
平
費
の
助
教
と
な
っ
た
貞
吉
（
名
元
忠
、
字
季
恕
）
も
加
え
て
、
寛
政
期
よ
り
文
化
期
ま
で
の
問
、
多
紀
氏
と
最
も
密
接

な
関
係
に
あ
っ
た
儒
者
は
大
田
錦
城
で
あ
る
。
寛
政
十
年
に
没
し
た
吉
田
篁
激
は
、
桂
山
と
終
始
善
か
っ
た
が
、
柳
消
・
壷
庭
と
は
直
接
の
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文
化
七
年
十
二
月
二
日
に
五
十
七
歳
で
桂
山
が
急
逝
し
た
時
、
嗣
子
柳
消
は
い
ま
だ
二
十
一
歳
で
、
早
速
家
督
し
医
学
館
督
事
を
も
継
承

し
た
が
、
若
年
で
こ
の
重
責
を
担
う
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
桂
山
と
学
医
の
名
を
斉
し
く
し
た
杉
本
樗
園
が
提
挙
司
（
世
話
役
の
筆
頭
）

と
な
っ
て
実
務
を
掌
握
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
樗
園
の
学
統
は
、
松
宮
柳
囿
（
伝
未
詳
）
に
儒
を
学
ん
だ
と
い
う
（
佐
藤
一
斎
撰
碑
銘
）
が
、
む

し
ろ
山
本
北
山
に
従
学
し
た
と
い
う
『
歴
代
尚
薬
略
伝
』
の
記
事
を
尊
重
し
た
い
。
二
歳
年
少
の
佐
藤
一
斎
と
は
若
い
頃
か
ら
親
交
が
あ
り
、

後
に
一
斎
の
嗣
子
立
軒
が
樗
園
の
孫
女
を
要
っ
た
の
で
、
姻
戚
と
も
な
っ
た
（
言
月
雨
草
紙
」
）
。
ま
た
葉
山
氏
の
女
を
養
女
と
し
て
多
紀
柳
消

に
嫁
が
せ
て
い
る
の
で
、
多
紀
本
家
と
も
姻
戚
関
係
を
も
っ
て
い
た
。

樗
園
と
一
斎
が
若
年
時
の
放
蕩
か
ら
、
寛
政
異
学
の
禁
に
際
し
て
、
更
生
し
て
各
々
の
学
に
精
励
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
逸
話
が
あ

両
人
に
て
毎
夜
吉
原
の
堤
へ
往
き
、
往
来
人
を
執
へ
て
無
法
に
投
げ
し
に
、
不
意
を
打
れ
て
、
誰
も
手
向
ふ
程
の
者
あ
ら
ざ
り
し
か
ば
、

打
興
て
何
よ
り
の
娯
楽
と
為
し
た
り
し
が
、
寛
政
御
改
革
の
折
に
際
会
し
、
此
両
人
は
絶
世
の
才
子
な
り
し
か
ば
、
忽
ち
翻
然
と
身
の

行
状
を
改
め
、
放
蕩
無
頼
の
事
を
止
め
て
、
絶
道
読
書
作
文
に
身
を
入
れ
た
り
し
、
其
比
林
大
学
頭
衡
（
快
烈
先
生
と
論
す
）
猶
ほ
廃
世

子
の
身
に
て
、
向
島
能
登
侯
の
邸
に
あ
り
て
、
専
ら
文
学
を
好
ま
れ
し
か
ば
、
此
両
人
も
同
じ
学
友
た
り
、
後
何
れ
も
天
下
の
名
人
と

な
ら
れ
し
。
（
中
央
公
論
社
・
新
燕
石
十
種
第
三
巻
所
収
、
「
五
月
雨
草
紙
」
、
二
七
頁
）

（
Ⅳ
）

佐
藤
一
斎
の
年
譜
に
徴
す
る
と
、
寛
政
五
年
に
林
家
七
代
錦
峯
門
に
入
り
、
間
も
な
く
錦
峯
が
没
し
て
松
平
能
登
守
乗
穂
の
子
述
斎
が
林

家
を
継
い
だ
た
め
、
一
斎
も
述
斎
門
と
な
っ
た
と
あ
り
、
右
の
逸
話
は
時
期
的
に
ほ
ぼ
承
認
で
き
る
。
ま
た
一
斎
は
こ
の
頃
か
ら
林
家
同
門

（
肥
）

の
松
崎
係
堂
、
市
野
迷
庵
、
清
水
赤
城
ら
と
も
交
わ
っ
た
と
い
う
が
、
樗
園
も
僚
堂
と
親
し
か
っ
た
。
つ
ま
り
樗
園
の
学
問
は
、
は
じ
め
折

衷
学
的
方
向
を
指
向
し
た
が
、
異
学
の
禁
の
た
め
に
異
学
者
と
の
交
渉
は
疎
く
な
り
、
林
述
斎
、
松
崎
廉
堂
、
佐
藤
一
斎
ら
林
家
一
門
中
、

文
献
学
に
も
理
解
を
示
し
た
者
と
の
交
わ
り
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
詩
文
の
才
能
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
も

③
桂
山
の
死
よ
り
天
保
期
ま
で



（
耐
）

舵
あ
り
、
恐
ら
く
文
学
の
才
に
お
い
て
多
紀
桂
山
と
拮
抗
す
る
も
の
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
桂
山
か
ら
茜
庭
へ
継
承
さ
れ
る

３

医
学
館
の
考
証
的
学
風
の
流
れ
か
ら
言
え
ば
や
や
異
質
的
、
傍
系
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
文
化
十
三
年
に
医
学
館
で
木
活
字
翻
印
し
た
、
吉

田
意
安
家
襲
蔵
の
元
版
「
聖
済
総
録
」
は
、
供
存
書
刊
行
の
意
義
は
今
日
も
な
お
色
槌
せ
な
い
が
、
後
の
厳
密
な
影
写
校
勘
に
よ
る
翻
刻
と

は
違
い
、
林
述
斎
が
編
纂
し
た
『
快
存
叢
書
」
（
木
活
字
）
の
方
に
性
格
が
近
く
、
後
の
喜
多
村
楮
窓
の
学
訓
堂
聚
珍
版
の
『
医
方
類
聚
」
な

ど
に
つ
な
が
る
出
版
と
評
価
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

ｊ
そ
の
一
方
で
、
「
聖
済
総
録
」
校
合
の
実
務
担
当
者
と
し
て
名
を
列
ね
て
い
る
若
い
官
医
中
に
、
「
小
島
質
」
（
号
宝
素
）
の
名
が
見
出
る
こ

９９旧
と
は
、
多
紀
桂
山
の
蒔
い
た
考
証
医
学
の
種
子
が
、
医
学
館
に
学
ぶ
官
医
子
弟
の
中
に
着
実
に
後
継
者
を
生
じ
、
継
承
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

滑
を
証
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
継
承
の
舞
台
は
、
桂
山
の
死
後
、
文
化
末
年
か
ら
文
政
期
に
は
、
医
学
館
か
ら
例
え
ば
狩
谷
被
斎
の
求
古
楼

鐸
や
伊
沢
蘭
軒
の
酌
源
堂
に
遷
っ
て
い
た
。

５認
腋
斎
は
は
じ
め
細
井
平
洲
の
女
婿
泉
豐
洲
に
儒
学
を
学
ん
で
い
る
。
社
会
的
実
践
に
重
き
を
置
く
折
衷
派
で
あ
る
。
し
か
し
板
斎
は
、
こ

誌
の
学
風
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
少
な
く
、
吉
田
篁
激
・
藤
貞
幹
の
著
書
や
屋
代
弘
賢
の
誘
披
に
よ
っ
て
、
実
証
的
な
学
問
を
樹
立
し
た
。

雑檸
栖
斎
が
、
弘
賢
等
の
該
博
な
知
識
に
基
く
網
羅
的
な
研
究
の
影
響
を
う
け
つ
つ
も
、
そ
れ
を
凌
駕
し
た
と
こ
ろ
は
厳
密
な
資
料
批
判
に
あ
っ

榧
た
。
聿
冒
誌
と
校
勘
の
重
視
と
い
う
点
に
お
い
て
、
被
斎
は
篁
轍
の
学
問
を
継
承
し
て
い
る
。

日
桂
山
お
よ
び
柳
淋
・
薩
庭
が
親
交
を
持
っ
た
大
田
錦
城
と
、
吉
田
篁
轍
と
で
は
、
同
じ
井
上
金
莪
に
発
す
る
学
統
に
属
し
、
互
い
に
学
識

を
認
め
合
い
つ
つ
も
、
こ
の
校
勘
に
関
す
る
態
度
に
お
い
て
は
早
く
か
ら
挾
を
別
か
っ
て
い
た
。
医
学
館
の
考
証
医
学
は
、
被
斎
と
そ
の
知

友
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
古
書
の
鑑
別
や
校
勘
を
重
視
し
、
厳
密
な
資
料
批
判
の
上
に
構
築
さ
れ
た
学
問
へ
と
脱
皮
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
古
書
の
鑑
別
会
は
「
求
古
楼
展
観
」
の
名
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
今
日
残
さ
れ
て
い
る
展
観
会
の
目
録
と
解
題
は
文
化
十
二
年
五

月
七
日
か
ら
翌
十
三
年
の
閨
八
月
ま
で
に
行
わ
れ
た
計
十
一
回
分
で
あ
る
（
「
求
古
楼
展
観
書
目
』
毛
被
斎
と
そ
の
知
友
が
各
自
所
蔵
の
古
版
．

（
鋤
）

古
抄
本
を
、
被
斎
宅
に
持
ち
寄
っ
て
書
誌
学
的
に
検
討
す
る
会
で
あ
る
。
参
加
者
を
、
梅
谷
文
夫
の
考
証
に
従
っ
て
文
化
十
二
年
時
の
年
齢
．
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身
分
と
共
に
列
記
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
曲
直
瀬
正
隆
（
官
医
、
妬
）
、
山
本
宗
英
（
官
医
、
妬
）
、
小
島
宝
素
（
官
医
、
的
）
、
小
山
吉

人
（
清
川
鶉
激
、
市
医
、
型
）
、
市
野
迷
庵
（
商
實
・
別
）
、
屋
代
弘
賢
（
幕
臣
、
弱
）
、
河
合
白
水
（
姫
路
藩
家
老
、
弱
）
、
伊
沢
藺
軒
（
福
山
藩
医
、

粥
）
、
塩
田
屯
（
福
山
藩
医
）
、
増
島
蘭
園
（
儒
官
・
鞭
）
、
多
紀
薩
庭
（
官
医
子
弟
、
別
）
、
余
語
古
庵
（
官
医
）
、
河
野
良
以
（
官
医
、
卿
）
、
曽
根

某
、
湯
川
柳
南
（
官
医
、
妬
）
、
松
崎
廉
堂
（
掛
川
藩
儒
、
弱
）
、
近
藤
正
斎
（
幕
臣
、
妬
）
、
狩
谷
腋
斎
（
商
貿
判
）
、
太
田
全
斎
（
福
山
藩
儒

師
）
、
小
島
成
斎
（
福
山
藩
士
、
別
）
。
官
医
と
福
山
藩
士
の
多
さ
が
目
を
ひ
く
。
ま
た
屋
代
、
近
藤
、
太
田
の
旧
山
本
北
山
門
人
が
会
し
て
い

る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
蔵
書
の
富
贈
や
知
識
の
該
博
を
特
長
と
す
る
北
山
門
下
と
共
通
の
基
盤
か
ら
出
発
し
つ
つ
も
、
そ
の
尼
大
な
資
料

を
吟
味
す
る
、
文
献
操
作
の
科
学
性
に
お
い
て
被
斎
と
そ
の
後
継
者
が
新
た
な
段
階
へ
進
ん
だ
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
曲
直
瀬
ら
壮
年
の

官
医
た
ち
は
、
文
献
学
者
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
貴
重
言
所
蔵
者
で
あ
る
。
板
斎
と
伊
沢
藺
軒
（
泉
豐
洲
門
の
同
門
）
を
師
匠
格
と
し
、
多

紀
、
小
島
ら
の
若
い
官
医
や
清
川
ら
蘭
軒
門
下
の
俊
秀
が
次
代
の
学
統
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
儒
者
は
松
崎
嫌
堂
以
外
に
は
い

な
い
。
ま
た
優
良
な
資
料
の
集
中
的
使
用
は
書
誌
学
の
発
達
に
不
可
欠
の
条
件
だ
が
、
こ
の
展
観
会
に
よ
っ
て
、
江
戸
の
蔵
書
家
間
の
情
報

交
換
や
資
料
貸
借
が
促
進
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

医
学
館
で
の
「
聖
済
総
録
」
に
続
く
校
刻
は
、
文
政
十
二
年
の
『
千
金
翼
方
」
で
あ
る
。
こ
の
時
は
す
で
に
小
島
宝
素
は
、
舟
橋
経
中
、

野
間
任
夫
と
な
ら
ん
で
、
事
実
上
、
事
業
の
中
心
者
に
成
長
し
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
に
は
、
伊
沢
蘭
軒
門
下
に
「
蘭
門
五
哲
」
と
称
さ
れ
た
幕
末
考
証
医
学
の
棹
尾
を
飾
る
者
た
ち
も
ほ
ぼ
成
年
に
達
し
、
頭
角
を

顕
わ
し
は
じ
め
て
い
た
。

④
天
保
末
期
以
降

「
蘭
門
五
哲
」
と
は
渋
江
抽
斎
（
一
八
○
五
’
一
八
五
八
）
、
森
枳
園
（
一
八
○
七
Ｉ
一
八
八
五
）
、
山
田
椿
庭
（
一
八
○
八
’
一
八
八
二
、
清
川

霊
散
二
七
九
一
Ｔ
一
八
五
九
）
、
岡
西
玄
亭
（
？
’
一
八
五
六
）
で
あ
る
。
医
者
と
し
て
の
出
発
の
遅
か
っ
た
清
川
が
寛
政
四
年
生
ま
れ
で
最



知
年
長
だ
が
、
他
は
ほ
ぼ
文
化
年
間
に
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
蘭
軒
の
男
榛
軒
（
一
八
○
四
’
一
八
五
二
）
・
柏
軒
二
八
一
○
’
一
八
六
三
）

を
加
え
れ
ば
、
蘭
軒
の
学
統
を
つ
い
だ
者
が
ほ
ぼ
お
さ
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
蘭
軒
に
医
書
を
学
ぶ
傍
ら
、
儒
書
、
詩
文
に
関
し
て
は
次
の
よ

う
な
師
承
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
渋
江
抽
斎
は
市
野
迷
庵
と
狩
谷
液
斎
に
学
ん
で
い
る
（
海
保
漁
村
撰
「
渋
江
道
純
墓
賜
銘
」
）
。
森
枳
園
は
狩
谷

（
即
）

液
斎
に
学
ん
で
い
る
。
山
田
椿
庭
は
山
本
北
山
門
下
の
朝
川
善
庵
に
学
ん
で
い
る
（
森
枳
園
撰
「
椿
庭
山
田
先
生
墓
賜
」
）
。
善
庵
は
実
父
片
山
兼

山
以
来
の
家
学
と
し
て
の
筍
子
研
究
を
「
筍
子
述
」
と
し
て
ま
と
め
る
際
に
、
液
斎
か
ら
宋
・
元
版
を
校
訂
の
た
め
に
貸
り
出
し
て
お
り
二
日

ｊ
本
芸
林
叢
書
」
所
収
「
椒
斎
華
賎
」
）
、
同
門
の
大
田
錦
城
な
ど
に
比
べ
れ
ば
校
勘
の
意
義
を
認
め
て
い
た
。
清
川
霊
域
は
、
大
槻
磐
渓
に
添
削
を

９９四
受
け
た
詩
稿
が
現
存
（
国
会
図
書
館
・
鶚
軒
文
庫
）
し
て
い
る
ほ
か
、
既
記
の
よ
う
に
液
斎
の
求
古
楼
展
観
に
も
参
加
し
て
い
た
。

号
し
か
し
こ
れ
ら
の
人
物
は
陪
臣
医
や
町
医
で
あ
る
た
め
、
官
医
の
み
を
聴
講
者
と
し
講
師
と
す
る
医
学
館
の
中
で
彼
ら
を
任
用
す
る
こ
と

３鐸
は
、
現
状
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
多
紀
茜
庭
は
自
分
と
嗜
好
を
同
じ
う
す
る
彼
ら
を
医
学
館
に
登
用
し
、
考
証
医
学
の
旗
幟
を
閲
明
に
し

５認
た
か
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
丁
度
こ
の
天
保
期
は
世
代
交
替
の
時
期
で
も
あ
っ
た
。
天
保
七
年
は
将
軍
家
斉
在
位
未
年
で
、
長
く
医
学
館

誌
提
挙
司
を
勤
め
た
杉
本
樗
園
と
痘
科
の
池
田
京
水
が
没
し
た
。
同
年
に
瞳
庭
は
奥
医
師
、
法
眼
に
進
み
（
宝
素
も
同
年
法
眼
）
、
同
十
一
年
に
は

雑
（
翌

鉾
法
印
に
昇
り
、
官
医
中
の
実
力
者
と
な
っ
た
。
同
十
三
年
八
月
に
は
御
目
見
医
師
二
十
七
名
に
対
し
て
医
学
館
講
釈
へ
の
出
席
が
許
可
さ
れ
、

（
魂
）

権
翌
十
四
年
十
月
十
五
日
に
は
御
目
見
を
賜
わ
っ
て
い
な
い
陪
臣
医
・
町
医
に
対
し
て
も
同
様
に
聴
講
が
許
可
さ
れ
た
。
さ
ら
に
陪
臣
医
・
町

日
医
に
講
書
を
も
担
当
さ
せ
た
。
時
ま
さ
に
水
野
忠
邦
の
天
保
の
改
革
の
時
期
に
当
っ
て
お
り
、
寛
政
度
の
制
度
改
革
が
必
ず
し
も
十
分
に
機

（
詔
）

能
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
反
省
が
な
さ
れ
、
昌
平
費
に
お
い
て
は
試
験
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、
綱
紀
粛
正
が
め
ざ
さ
れ
て
い
た
．
す
で
に
こ

の
以
前
に
、
辻
元
冬
嶺
（
一
七
七
七
’
一
八
五
七
、
播
磨
林
田
藩
医
、
山
本
北
山
門
下
、
天
保
八
年
御
目
見
）
の
よ
う
に
、
官
医
で
な
い
者
が
講
書

す
る
事
例
も
生
じ
て
は
い
た
が
、
こ
の
時
の
制
度
改
革
に
よ
り
陪
臣
医
・
町
医
中
の
優
秀
な
人
材
が
数
多
く
医
学
館
に
流
入
す
る
契
機
と
な

り
、
幕
末
の
流
動
的
な
社
会
情
勢
に
伴
な
う
先
格
に
囚
わ
れ
な
い
人
材
起
用
の
気
運
と
も
相
俟
っ
て
、
安
政
頃
に
は
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
人
々

が
医
学
館
の
考
証
医
学
を
担
う
中
心
的
な
存
在
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
天
保
十
四
年
に
陪
臣
医
・
町
医
の
医
学
館
出
席
が
寛
政



三
年
以
来
、
五
十
二
年
ぶ
り
に
許
可
さ
れ
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
医
学
館
の
改
組
に
よ
っ
て
、
、
藺
軒
、
液
斎
の
旧
門
人
た
ち
は
、
ほ
ぼ
医
学
館
に
吸
収
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
医
学
館
の
学
問

を
主
導
し
た
の
は
、
瞳
庭
と
宝
素
で
あ
る
。
先
述
の
辻
元
冬
嶺
も
奥
医
師
、
法
印
、
医
学
提
挙
に
ま
で
進
ん
だ
学
医
だ
が
、
臨
床
手
腕
と
、

江
湖
詩
社
系
の
大
窪
詩
仏
や
菊
池
五
山
ら
と
親
し
い
漢
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、
文
献
学
的
に
は
見
る
べ
き
業
績
が
な
い
。
藺

門
五
哲
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
官
医
喜
多
村
拷
窓
（
一
八
○
四
’
一
八
七
六
）
は
学
訓
堂
聚
珍
版
の
刊
行
者
と
し
て
知
ら
れ
、
学
問
に
も
見
る
べ
き

ｊ
も
の
が
あ
っ
た
が
、
薩
庭
・
宝
素
ら
の
主
流
と
合
わ
な
か
っ
た
。
拷
窓
は
初
め
安
積
艮
斎
に
学
び
、
学
識
優
等
を
以
て
医
学
館
に
お
い
て
考

９９叩
試
授
読
、
教
諭
と
昇
進
し
、
奥
医
師
、
法
眼
に
ま
で
到
っ
た
が
、
安
政
四
年
に
医
学
提
挙
を
辞
し
て
江
戸
郊
外
大
塚
に
隠
居
し
た
。
彼
は
洋

搗
医
が
漢
医
を
凌
駕
す
る
勢
い
で
あ
る
こ
と
に
危
機
感
を
深
め
、
そ
の
漢
医
不
振
の
理
由
を
漢
学
（
考
証
学
）
の
弥
漫
に
よ
る
も
の
と
し
て
産
庭

（
劉
）

鐸
ら
の
考
証
医
学
へ
の
批
判
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

５鍵
結
局
、
莅
庭
、
宝
素
と
蘭
軒
・
腋
斎
門
（
伊
沢
榛
軒
、
伊
沢
柏
軒
、
森
枳
園
、
渋
江
抽
斎
）
、
茜
庭
門
（
堀
川
舟
庵
、
佐
藤
元
莨
、
清
川
玄
策
等
）
、

誌
宝
素
の
男
春
折
・
春
澳
ら
が
医
学
館
の
主
流
を
成
す
の
で
あ
る
。
中
で
も
渋
江
抽
斎
と
森
枳
園
は
、
被
斎
か
ら
十
分
に
小
学
（
文
字
学
）
の
知
識

雑学
を
吸
収
し
た
上
に
、
椴
斎
・
宝
素
へ
と
う
け
つ
が
れ
た
古
書
鑑
識
力
を
も
兼
ね
備
え
た
。
宝
素
・
春
折
父
子
、
榛
軒
・
柏
軒
兄
弟
が
書
誌
と

史稚
校
勘
を
専
ら
に
し
、
注
釈
聿
自
の
類
を
殆
ど
残
さ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
抽
斎
・
枳
園
は
多
方
面
に
わ
た
る
著
述
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。

日
山
田
椿
庭
も
多
量
の
読
書
記
な
ど
に
優
れ
た
学
識
を
窺
え
る
人
物
だ
が
、
椿
庭
の
そ
れ
が
『
傷
寒
論
」
『
外
台
秘
要
方
』
な
ど
の
特
定
の
医

書
の
解
釈
を
目
的
と
し
て
、
諸
注
を
引
き
つ
つ
判
断
を
く
だ
し
、
当
該
医
書
の
読
解
の
た
め
に
は
非
常
に
有
効
な
書
物
と
な
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
森
枳
園
の
『
孜
注
』
な
ど
は
唐
以
前
の
古
書
を
渉
猟
し
、
古
文
献
全
体
に
広
く
通
暁
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
当
該
医
書
の
解
釈
を
帰

納
的
に
導
き
出
す
と
い
う
方
針
が
貫
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
両
考
証
家
の
姿
勢
の
違
い
を
看
る
こ
と
が
で
き
る
。
や
は
り
こ
こ
に
も
枳
園
が

椎
斎
か
ら
学
ん
だ
こ
と
の
大
き
さ
を
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

知
幕
末
の
考
証
医
家
が
到
達
し
た
学
的
水
準
を
、
枳
園
の
『
本
草
経
孜
注
」
（
台
湾
故
宮
博
物
院
所
蔵
）
自
序
に
よ
っ
て
一
瞥
し
て
お
こ
う
。



蓋
聞
秦
焚
書
医
家
不
預
焉
、
則
在
今
日
唯
本
草
経
一
言
全
然
存
旧
畉
、
固
非
如
詩
書
諸
経
僅
得
之
於
壁
蔵
口
授
之
余
、
此
豈
可
不
謂
医

林
之
大
幸
哉
（
蓋
し
聞
く
、
秦
の
焚
書
は
医
家
こ
れ
に
預
か
ら
ず
と
。
則
ち
今
日
に
在
り
て
は
唯
だ
本
草
経
の
一
書
、
全
然
と
し
て
旧
畉
を
存
す
。

固
よ
り
詩
書
諸
経
の
僅
か
に
こ
れ
を
壁
蔵
口
授
の
余
に
得
る
が
ご
と
き
に
非
ざ
る
な
り
。
こ
れ
豈
に
医
林
の
大
幸
と
謂
は
ざ
る
べ
け
ん
や
。
）

こ
の
約
百
年
前
、
古
方
医
香
川
修
庵
は
『
書
経
」
と
『
素
問
」
『
霊
枢
』
と
を
比
較
し
て
、
「
鎮
郷
、
嶬
鼻
の
峡
有
り
と
錐
も
、
鉛
刀
と
日

ｊ
を
同
じ
う
し
て
語
る
べ
か
ら
ず
」
（
「
一
本
堂
薬
選
』
下
編
「
附
録
」
）
と
言
っ
て
、
儒
書
を
医
書
と
同
日
に
語
る
べ
か
ら
ざ
る
尊
い
も
の
と
し
た
。

９９畑
む
し
ろ
枳
園
は
こ
こ
で
「
本
草
経
』
の
完
具
す
る
医
学
が
、
秦
火
に
経
書
が
残
映
し
た
儒
学
よ
り
も
、
資
料
の
上
で
恵
ま
れ
て
い
る
と
す
る
。

滑
修
庵
に
は
初
め
か
ら
医
よ
り
儒
を
上
位
に
お
く
価
値
判
断
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
枳
園
は
中
国
書
籍
の
伝
流
に
関
す
る
知
識
を
踏
ま
え
っ

鐸
っ
、
資
料
上
の
条
件
に
よ
っ
て
医
を
儒
に
対
置
せ
し
め
、
む
し
ろ
医
を
儒
に
優
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

５錘
つ
ぎ
に
、
「
本
草
経
』
の
薬
名
は
、
当
時
の
俗
称
に
従
っ
て
お
り
、
『
爾
雅
」
「
詩
経
」
の
呼
称
と
合
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
且
つ
後
世
の

誌
失
読
転
説
に
よ
っ
て
薬
名
に
「
緩
呼
」
「
急
呼
」
（
門
冬
と
毫
な
ど
）
の
二
種
が
生
じ
た
場
合
が
あ
る
。
他
に
古
書
特
有
の
「
顛
倒
成
義
」
罵
蓄

雑蓉
と
畜
辮
な
ど
）
、
「
添
偏
秀
」
（
丘
矧
と
蛆
岫
な
ど
）
、
「
省
文
成
義
」
（
泄
利
腸
瀞
と
泄
僻
な
ど
）
の
例
も
多
い
。
そ
こ
で
こ
の
注
釈
に
お
い
て
特
筆

権
す
べ
き
こ
と
は
「
舎
字
而
取
音
、
舎
音
而
取
声
、
蓋
四
声
元
是
一
声
、
就
声
而
得
字
、
就
字
而
得
義
、
有
義
而
後
有
方
言
、
方
言
亦
有
緩
急

日
顛
倒
之
不
同
、
錯
綜
孜
究
而
後
始
可
以
得
其
本
義
（
字
を
舎
て
て
音
を
取
り
、
音
を
舎
て
て
声
を
取
る
。
蓋
し
四
声
は
元
こ
れ
一
声
。
声
に
就
い
て

字
を
得
、
字
に
就
い
て
義
を
得
、
義
有
り
て
後
に
方
言
有
り
。
方
言
も
亦
た
緩
急
顛
倒
の
同
じ
か
ら
ざ
る
有
り
。
錯
綜
孜
究
し
て
後
に
始
め
て
以
て
其
の

本
義
を
得
く
し
。
）
」
と
い
う
方
針
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
説
文
』
『
爾
雅
』
の
説
を
補
翼
し
、
ま
た
『
説
文
』
の
誤
ま
り
を

訂
正
で
き
る
場
合
も
多
い
と
い
う
。
漢
代
の
学
問
に
盲
従
し
な
い
点
は
、
清
朝
考
証
学
者
に
も
見
ら
れ
ぬ
見
識
と
い
え
よ
う
。

当
然
、
引
用
資
料
の
吟
味
に
は
十
全
を
期
し
た
。
す
べ
て
唐
以
前
の
説
に
限
り
、
宋
以
後
の
も
の
は
取
ら
な
か
っ
た
。
但
し
唐
以
前
の
遺

文
の
存
す
る
『
太
平
聖
恵
方
』
「
太
平
御
覧
」
（
紅
葉
山
文
庫
所
蔵
宋
版
）
は
例
外
で
あ
る
。
ま
た
我
が
国
の
平
安
・
鎌
倉
の
古
籍
に
も
取
る
べ

366

本
草
経
孜
注
序
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在
延
喜
間
深
根
輔
仁
撰
本
草
和
名
、
直
以
我
名
充
彼
名
、
其
無
国
産
者
則
善
一
唐
字
、
亦
皆
有
所
受
而
言
也
、
承
平
中
源
順
著
和
名
類

聚
紗
、
多
拠
輔
仁
書
、
而
間
或
引
用
弁
色
立
成
漢
語
抄
二
言
、
至
嘉
元
正
和
間
、
梶
原
性
全
撰
頓
医
抄
万
安
方
二
害
、
其
所
引
用
猶
是

新
修
本
草
真
本
、
凡
此
皆
其
卓
々
可
尊
奉
者
突
（
延
喜
の
間
に
在
り
て
、
深
根
輔
仁
、
本
草
和
名
を
撰
し
、
直
ち
に
我
が
名
を
以
て
彼
の
名
に

充
て
、
其
の
国
産
に
無
き
者
は
則
ち
一
唐
字
を
害
す
、
亦
た
皆
受
く
る
と
こ
ろ
有
り
て
言
ふ
な
り
。
承
平
中
、
源
順
、
和
名
類
聚
紗
を
著
し
て
、
多

く
輔
仁
が
言
に
拠
り
て
間
々
或
は
弁
色
立
成
・
漢
語
抄
の
二
言
を
引
用
す
。
嘉
元
・
正
和
間
に
至
り
、
梶
原
性
全
、
頓
医
抄
・
万
安
方
の
二
言
を
撰

し
、
其
の
引
用
す
る
と
こ
ろ
は
猶
ほ
こ
れ
新
修
本
草
真
本
な
り
。
凡
そ
此
れ
皆
其
の
卓
々
と
し
て
尊
奉
す
べ
き
も
の
な
り
）
。

周
知
の
よ
う
に
『
和
名
類
聚
抄
」
に
は
枳
園
の
師
狩
谷
被
斎
に
『
和
名
類
聚
抄
簔
註
」
の
研
究
成
果
が
あ
り
、
「
本
草
和
名
」
は
寛
政
八
年

に
多
紀
桂
山
が
紅
葉
山
文
庫
の
古
写
本
を
底
本
と
し
て
校
訂
、
頭
注
を
加
え
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
枳
園
の
業
績
は
桂
山
に
発
し
、

械
斎
に
深
化
し
た
文
献
学
の
遺
業
を
十
分
に
踏
ま
え
た
成
果
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

枳
園
は
江
戸
時
代
の
本
草
研
究
を
総
括
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

原
夫
慶
長
以
来
以
本
草
為
家
者
、
互
鰐
意
見
徒
競
新
奇
、
亦
唯
率
以
李
氏
綱
目
奉
為
圭
臭
、
其
他
府
志
県
志
所
載
某
物
為
某
之
類
、
往
々

近
似
闘
草
之
戯
寛
不
知
古
本
草
之
為
何
物
（
そ
れ
慶
長
以
来
、
本
草
を
以
て
家
を
為
す
者
を
原
ぬ
る
に
、
互
ひ
に
意
見
を
膀
し
て
徒
ら
に
新
奇

を
競
ふ
も
、
亦
た
唯
だ
率
ね
李
氏
綱
目
を
以
て
奉
じ
て
圭
杲
と
為
し
、
其
の
他
府
志
・
県
志
所
載
の
某
物
を
某
と
為
す
の
類
の
み
に
し
て
、
往
々
に

し
て
闘
草
の
戯
に
近
似
し
、
寛
に
古
本
草
の
何
物
た
る
か
を
知
ら
ず
）
。

太
田
澄
元
の
「
本
草
経
解
」
、
鈴
木
良
知
の
「
本
草
解
詰
」
、
岡
邨
尚
謙
の
「
本
草
古
義
』
は
や
や
見
る
べ
き
研
究
で
あ
る
が
、
「
経
解
」
は

国
産
品
を
究
め
て
、
薬
効
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
「
解
詰
』
は
考
証
に
詳
し
い
が
、
明
・
清
諸
家
の
説
を
折
衷
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
古
書

に
精
通
し
て
古
書
を
解
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
「
古
義
」
は
明
代
の
『
本
草
綱
目
」
で
『
本
草
経
」
を
校
正
す
る
と
い
う
文
献
学
的
に
問

題
の
あ
る
通
弊
か
ら
脱
却
で
き
て
い
な
い
。
結
局
、
古
書
解
読
上
、
資
料
批
判
の
徹
底
性
に
お
い
て
、
自
ら
の
研
究
成
果
に
自
負
を
抱
い
て

き
も
の
が
あ
る
。
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も
う
ひ
と
つ
枳
園
の
自
負
す
る
と
こ
ろ
は
、
如
上
の
文
献
操
作
上
の
精
到
、
小
学
の
知
識
の
ほ
か
に
、
壮
年
期
の
落
塊
時
に
自
ら
山
野
を

賊
渉
し
て
体
得
し
た
、
実
地
の
経
験
で
あ
る
。
夙
に
山
脇
東
洋
は
不
変
の
人
体
を
出
発
点
と
す
る
学
問
で
あ
る
ゆ
え
に
、
礼
楽
制
度
の
歴
史

的
変
遷
と
と
も
に
変
化
す
る
儒
学
の
「
道
」
を
究
め
る
難
し
さ
に
比
べ
れ
ば
、
医
学
を
究
め
る
の
は
易
し
い
と
言
っ
て
古
方
派
の
奮
起
を
促

し
て
い
た
（
『
医
則
』
四
）
。
医
学
は
い
か
に
文
献
上
の
考
証
に
傾
斜
し
て
も
、
一
方
で
実
地
に
経
験
し
得
る
植
物
や
人
体
と
い
っ
た
形
而
下
の

不
変
的
自
然
に
深
く
か
か
わ
る
こ
と
を
止
め
な
か
っ
た
。
こ
の
両
面
を
止
揚
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
の
考
証
医
学
は
高
度
の
実
証
性
を
獲

得
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
．

い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

、
王

寺
、
〃
ｆ

（
１
）
「
荻
生
祖
侠
」
（
岩
波
書
店
、
日
本
思
想
大
系
三
六
、
一
九
七
三
年
）
の
辻
達
也
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
『
政
談
」
の
成
稿
時
期
は
享
保
十
年
七
月
二
十

八
口
以
後
、
同
十
二
年
七
月
十
七
日
以
前
の
ほ
ぼ
二
年
間
と
考
証
さ
れ
、
柤
侠
が
吉
宗
に
初
め
て
謁
見
を
許
さ
れ
た
十
二
年
四
月
一
日
の
前
後

に
吉
宗
に
献
呈
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。

（
２
）
前
掲
『
荻
生
祖
棟
』
所
収
、
辻
達
也
「
『
政
談
』
の
社
会
的
背
景
」
七
六
八
頁
。

（
３
）
望
月
三
英
の
「
古
方
言
」
の
校
訂
・
出
版
、
お
よ
び
医
学
校
建
設
意
欲
を
、
多
紀
氏
が
主
導
し
た
考
証
医
学
の
先
駆
的
業
績
と
し
て
位
置
づ

け
る
、
石
田
秀
実
の
「
望
月
三
英
の
研
究
Ｈ
口
」
（
「
漢
方
の
臨
床
」
三
二
’
五
・
六
）
は
、
京
都
の
古
方
派
と
三
英
と
の
差
異
を
論
じ
て
有
益
で
あ

る
。
三
英
の
校
訂
出
版
は
テ
キ
ス
ト
の
普
及
と
い
う
意
義
を
多
く
担
い
、
享
保
期
と
そ
れ
に
続
く
時
期
に
特
徴
的
な
啓
蒙
普
及
的
性
格
が
強
く
、

寛
政
以
降
の
時
期
に
多
紀
桂
山
に
よ
っ
て
緒
に
就
い
た
渭
学
の
影
響
を
う
け
た
考
証
医
学
と
同
列
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
三
英
の

好
書
ぶ
り
が
、
幕
末
の
小
島
宝
素
や
森
枳
園
に
も
想
起
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
る
べ
き
で
な
い
。

（
４
）
「
先
達
て
申
達
候
通
、
多
紀
安
元
学
館
再
建
の
儀
に
付
寄
附
物
諸
医
師
よ
り
可
有
之
段
申
達
候
処
、
今
以
不
相
集
由
に
候
、
先
達
て
御
言
付
之

通
、
諸
医
師
よ
り
寄
附
物
可
有
之
様
可
申
達
旨
田
沼
主
殿
頭
殿
被
仰
聞
候
間
相
違
候
（
公
儀
御
触
書
・
旧
政
府
御
達
留
こ
（
「
中
外
医
事
新
報
」
二

九
七
号
、
昭
和
八
年
七
月
、
波
多
野
賢
一
「
医
学
館
補
遺
」
）
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
諸
医
師
か
ら
の
寄
付
策
を
う
ち
出
し
た
の
は
、
田
沼
意
次
の
よ
う

に
と
れ
る
。
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（
５
）
た
び
重
な
る
触
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
永
・
天
明
に
か
け
て
次
第
に
寄
付
金
が
減
少
し
、
踏
寿
館
が
慢
性
的
な
財
政
危
機
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

「
教
令
類
纂
』
所
収
の
文
書
に
見
え
て
い
る
。

（
６
）
「
医
心
方
と
い
ふ
害
は
、
日
本
の
古
医
書
に
し
て
、
唯
一
部
古
来
よ
り
半
井
大
和
守
が
家
に
伝
ふ
る
外
、
絶
て
無
き
古
典
な
る
は
、
世
間
に
知

る
所
な
れ
ば
、
医
学
館
に
壱
部
を
写
し
留
ん
と
謀
り
、
其
趣
を
多
紀
桂
山
よ
り
同
家
へ
掛
合
た
る
に
、
荊
州
を
借
る
の
詐
術
な
り
と
で
も
誤
解

せ
し
や
、
紛
失
せ
り
、
と
答
へ
て
出
さ
ず
、
然
る
に
其
所
蔵
な
る
は
紛
れ
も
な
き
事
故
、
医
学
館
よ
り
官
に
請
ひ
、
官
よ
り
同
家
へ
説
諭
あ
り

し
か
共
、
同
家
に
て
は
猶
ほ
秘
し
て
、
紛
失
と
の
み
云
張
り
た
れ
ば
（
以
下
略
）
」
（
喜
多
村
拷
窓
「
五
月
雨
草
紙
」
、
新
燕
石
十
種
・
第
三
巻
所
収
）
。

（
７
）
藤
波
剛
一
「
江
戸
幕
府
医
官
制
度
」
二
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
三
○
○
号
、
昭
和
十
七
年
）
。

（
８
）
「
多
紀
氏
の
事
蹟
」
第
一
章
第
二
節
「
附
半
井
、
今
大
路
両
氏
に
就
い
て
」
。

（
９
）
寛
政
元
年
二
月
の
通
達
（
「
日
本
教
育
史
資
料
』
第
七
冊
、
六
三
九
頁
）
、
お
よ
び
四
月
の
通
達
（
「
徳
川
禁
令
考
」
二
、
二
五
○
’
二
五
一
頁
）
。

（
皿
）
医
学
館
で
の
考
試
記
録
は
、
官
立
化
当
初
の
『
寛
政
甲
寅
（
六
年
）
考
試
口
間
主
意
害
」
「
寛
政
甲
寅
考
試
問
答
一
件
調
書
」
「
寛
政
甲
寅
考
試

医
案
方
附
留
記
」
（
京
都
大
学
医
学
部
図
書
館
所
蔵
・
富
士
川
瀧
旧
蔵
書
）
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
ほ
か
に
文
久
以
降
に
な
っ
て
昌
平
費
に
お
け

る
考
試
に
な
ら
っ
て
、
五
年
に
一
度
行
わ
れ
る
大
試
と
、
春
秋
ご
と
の
小
試
か
ら
な
る
試
験
制
度
が
整
え
ら
れ
た
と
い
う
が
、
実
施
さ
れ
た
か

否
か
は
未
詳
で
あ
り
、
資
料
も
見
出
し
得
て
い
な
い
。

（
皿
）
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
所
蔵
。
句
読
点
・
濁
点
を
補
っ
た
。

（
皿
）
京
都
大
学
医
学
部
図
書
館
所
蔵
・
富
士
川
瀞
旧
蔵
書
。
同
耆
に
は
版
行
前
の
多
紀
巣
辺
に
よ
る
草
稿
に
海
保
漁
村
が
筆
冊
を
加
え
た
「
医
痒

房
舎
学
規
」
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
共
に
森
枳
園
の
旧
蔵
に
か
か
る
。
句
読
点
・
濁
点
を
補
っ
た
。

（
昭
）
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
所
蔵
。

（
Ｍ
）
大
田
錦
城
撰
「
図
南
山
田
君
墓
賜
銘
」
に
、
「
初
受
素
難
加
藤
俊
丈
」
と
み
え
て
い
る
。

（
妬
）
「
右
御
不
快
（
一
橋
治
済
の
病
気
か
）
｜
一
付
、
御
医
師
共
医
案
を
言
上
候
様
被
仰
出
候
二
付
、
銘
々
存
寄
を
認
め
さ
し
上
候
由
。
然
る
所
い
づ
れ

も
漢
文
二
て
認
候
由
。
中
ニ
ハ
漢
文
出
来
不
申
者
も
御
座
候
二
付
、
心
易
儒
者
杯
へ
是
ハ
顛
倒
は
有
ま
い
か
、
ち
と
直
し
て
下
さ
れ
杯
と
た
の

ミ
候
者
も
御
ざ
候
由
。
医
案
よ
り
漢
文
を
案
じ
候
事
専
一
二
相
成
候
由
。
是
ハ
ベ
ら
坊
成
事
、
や
っ
ぱ
り
左
様
被
存
候
の
、
か
様
仕
候
方
宜
候

杯
と
、
俗
文
二
認
差
出
候
が
手
短
二
て
誰
に
も
分
り
可
申
候
に
、
六
ケ
敷
耆
立
て
ハ
西
下
や
大
手
杯
ハ
御
分
り
な
さ
ろ
ふ
が
、
其
以
下
で
ハ
さ

っ
パ
リ
分
ら
ぬ
事
、
思
ふ
様
二
も
か
シ
れ
ぬ
事
だ
に
と
さ
た
仕
候
由
。
併
漢
文
認
候
ハ
安
元
（
多
紀
桂
山
）
好
二
て
御
ざ
候
二
付
、
漢
文
二
認
め



日本医史学雑誌第45巻第3号（1999） 370

不
申
時
ハ
文
盲
二
も
間
へ
候
二
付
、
無
理
二
取
栫
へ
漢
文
二
認
候
問
、
医
案
よ
り
ハ
漢
案
ニ
困
り
候
由
。
」
今
よ
し
の
冊
子
』
第
二
五
回
呈
覧
、

中
央
公
論
社
「
随
筆
百
花
苑
』
第
九
巻
、
一
二
○
頁
。
拙
槁
「
「
よ
し
の
冊
子
」
医
家
関
連
記
事
（
こ
こ
本
誌
第
四
五
巻
第
一
号
二
二
頁
。
）

（
略
）
「
其
後
御
医
師
之
方
最
早
居
り
合
候
に
付
、
陪
臣
町
医
師
共
も
出
席
為
仕
候
て
も
可
然
哉
之
旨
、
同
八
寅
年
十
一
月
永
寿
院
申
上
候
処
、
先
是

迄
之
通
暫
見
合
候
様
被
仰
渡
候
旨
に
御
座
候
得
共
、
其
身
之
修
行
に
も
難
相
成
筋
に
奉
存
候
得
共
、
先
達
て
町
医
師
目
黒
道
琢
会
読
講
釈
等
罷

出
候
に
見
合
候
得
は
、
艮
悦
儀
も
（
以
下
略
）
」
（
「
幕
府
医
学
館
秘
要
録
」
、
『
医
談
」
七
八
、
明
治
三
五
年
一
二
月
）
。

（
Ⅳ
）
田
中
侃
刀
「
補
正
・
佐
藤
一
斎
先
生
年
譜
」
（
「
明
治
大
学
教
養
論
集
」
九
九
、
一
九
七
六
年
）
。

（
略
）
『
係
堂
全
集
』
（
崇
文
叢
書
所
収
）
に
「
与
樗
園
先
生
書
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
岨
）
森
枳
園
著
「
枳
園
随
筆
」
（
青
裳
堂
書
店
、
書
誌
学
月
報
別
冊
５
、
一
九
九
七
年
一
○
月
）
に
、
「
人
ト
ナ
リ
豪
適
英
才
ニ
シ
テ
、
文
学
及
フ
者
ナ
シ
、

詩
作
文
章
草
稿
ナ
シ
、
筆
ヲ
下
セ
ハ
文
ヲ
為
ス
、
其
作
人
意
ノ
表
二
出
シ
」
と
樗
園
を
評
し
て
い
る
。

（
別
）
『
狩
谷
被
斎
』
（
吉
川
弘
文
館
「
人
物
叢
書
」
、
一
九
九
四
年
）
。

（
皿
）
森
枳
園
自
筆
「
害
本
草
経
孜
注
後
」
（
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
版
『
本
草
経
孜
注
」
附
載
）
に
よ
れ
ば
、
枳
園
と

液
斎
の
初
め
て
の
出
会
い
は
、
文
政
五
年
八
月
一
日
の
伊
沢
藺
軒
の
酌
源
堂
で
の
定
例
会
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
時
、
液
斎
よ
り
「
子
若
読

書
、
則
宜
明
小
学
。
小
学
不
明
、
則
読
害
無
益
」
と
小
学
の
重
要
さ
を
諭
さ
れ
た
と
い
う
。
藺
軒
の
没
後
（
文
政
一
二
）
は
、
主
と
し
て
腋
斎
に

就
い
て
月
に
三
度
の
ペ
ー
ス
で
小
学
に
研
讃
し
た
も
よ
う
で
あ
る
（
「
枳
園
随
筆
』
、
十
八
「
狩
谷
液
斎
ノ
雑
話
」
）
。

（
塊
）
川
瀬
一
馬
「
日
本
書
誌
学
之
研
究
」
（
講
談
社
、
一
九
七
一
年
）
「
御
目
見
医
師
講
義
聴
聞
踏
寿
館
出
席
留
」
。

（
羽
）
橋
本
昭
彦
『
江
戸
幕
府
試
験
制
度
史
の
研
究
」
（
風
間
書
房
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
天
保
の
改
革
期
に
、
寛
政
の
改
革
期
に
創
始
さ
れ
た

初
学
者
試
験
の
「
素
読
吟
味
」
と
次
段
階
の
「
学
問
吟
味
」
の
接
続
が
う
ま
く
機
能
し
て
お
ら
ず
、
幕
臣
の
修
学
が
「
素
読
吟
味
」
及
第
に
止

ま
っ
て
い
た
た
め
、
改
善
策
と
し
て
天
保
十
三
年
よ
り
春
秋
両
度
の
試
業
が
実
施
さ
れ
た
と
い
う
。

（
型
）
浅
田
宗
伯
が
撰
文
し
た
喜
多
村
拷
窓
の
伝
「
竜
尾
先
生
伝
」
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
・
鶚
軒
文
庫
所
蔵
『
皇
朝
医
叢
続
篇
』
所
収
）
に
幕
末
当
時

盛
行
の
洋
学
を
批
判
し
た
拷
窓
の
見
解
を
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
其
（
洋
学
）
為
医
道
之
孟
賊
、
尤
更
甚
焉
。
而
人
之
篤
信
、
不
已
者
何

也
。
蓋
以
漢
家
之
学
、
日
就
榛
蕪
、
医
聖
之
教
、
無
門
可
入
。
彼
視
為
迂
僻
、
為
謁
狗
、
而
我
不
能
以
禁
之
也
」
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）
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Thetw雄α〃医学館wasaninstituteformedicaleducationinTokugawaJapan,whichwasfoundedby

TakiMototaka多紀元孝(1693-1766)inl765andbecameabakufuinstitutioninl791.Thispaperlooks

atthelatterprocess(forthepurposeofthisabstract,Iwillrefertothisasbureaucratization)inthecolltext

ofTokugawaeducationalpolicy,particularlyincomparisonwithS/26〃〃妨昌平費,aschoolfortraining

bureaucrats.AIso,thispaperexaminessourceswrittenduringtheKansei寛政period(1789-1801),many

ofwhichhavebeenneglectedinthefield・IshowthattheKanseireformssignificantlyshapedmedical

thoughtinthelateTokugawaperiod.Thepaperisdividedintothreepart,andwillbepublishedinthis

andthetwoforthcomingissues.Thetitlesofthethreepartsareasfollows:

Partl.TheFoundingoftheEzz賊α邦

Part2.GovernmentDoctorsduringtheKanseiReformPeriod,AsSeeninYbs〃加0z6S〃よしの冊子

Part3.ThePIaceofEvidentialScholarshipinthelateTokugawaPeriod.

InPartl,IshowthatwhiletheS"0"g"6confirmedS"zMs〃“ん況朱子学(sometimesreferredtoasNeo

-Confucianism)asanorthodoxy,supportingtheexistingpoliticalstructure,thescholarsinthe垣"緋α〃「
｝
〔

Ｆ
ト
Ｌ
庁



Ｊ
一
つ

Ｇ
ら
ぽ wereneverconfinedbyS〃"s"鱈zz"".Theinstituteprovidedanewintellectualatmosphereinwhich

syncretism(se"c〃恋"た"折衷学)andevidentialscholarship(た虎"ZIzた〃考証学)weredeveloped.(ThePartl

comprisesthefollowingsections:

1.OntheBureaucratizationofEducationallnstitutions

2.TheBackgroundoftheFoundingoftheSe""た""鱗寿館predecessorinstitutionofthelgakkan

3.TheSignificanceoftheBureaucratizationoftheSe""んα〃

4.TheS"0"2"6""""e増"〃たα〃

5.TheFormationoftheAcademicLineageofthe哩廊賊α"）
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